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は じ め に

消防長 益田　光則

この年報は、平成２７年中の伊都消防組合の消防現勢及び消防業務の内容、

火災、救急統計等を主に収録したものです。 

 この年報をご覧いただき、我々のまちの消防組織や活動を知っていただくことに

よって、よりよき消防行政の推進に役立つことができれば幸甚に存じます。 

 内容について、お気付きの点あるいは御不審な点がございましたら、消防本部

までお問い合わせください。 
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消 防 情 勢

平成27年中の重点項目

消防救急無線のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化への移行整備

春季、秋季火災予防運動に伴う防火広報誌発刊

住宅防火対策の推進

防災体制の強化

平成27年中の職員が選んだ伊都消防組合10大ニュース

伊都消防組合業務開始から年間火災発生件数最少の6件を記録

全国消防救助大会に出場し入賞

和歌山県下消防研究発表会〔論文の部〕において下村消防司令補が最優秀賞を

署員による防火対象物の予防査察開始

橋本市消防団高野口方面隊ﾃﾞｼﾞﾀﾙ簡易無線運用開始

各種災害現場活動における活動技術の更なる向上

地域医療機関との連携強化

救急業務の更なる高度化への対応

橋本市・伊都地域3消防本部での消防指令業務共同運用の検討

伊都消防組合新規採用職員試験実施し3名合格

皇族の管内訪問による特別消防警備を3回実施

九度山町で全焼6棟を含む13棟が焼損する大火災発生

第43回和歌山県消防救助技術会においてﾛｰﾌﾟﾌﾞﾘｯｼﾞ渡過で松浦消防士が優勝

消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線及びＡＶＭ装置車載設置工事完了

受賞、全国消防長会東近畿支部消防研究会に出場し入賞

処置拡大認定救急救命士3名誕生、合計7名になる



① 伊都消防組合設置及び業務経過

〜

53.

患者輸送業務を含む常備消防署設置の気運高まる

伊都郡町村会において、常備消防設置について議題とする

16

3. 1

関係町長、助役及び主管課長会議を開催して、常備消防事業促進検討会を構成する

第1回常備消防事業促進検討会（以下「促進検討会」という。）を高野口町役場において

54.

年 月 日

51.

内 容

◎ 業務開始前の経過

昭和

2. 7 関係3町会議を開催して、昭和55年10月1日を目途として事業計画を樹立することを決め、

郡町村会事務局に事業計画案を委託

6. 2

9

第3回促進検討会を九度山町役場において開催し、本部・署の位置について協議する

第4回促進検討会を高野口町役場において開催し、位置問題及び規約案について審議

5. 17

開催し、基本的事項について合意

第2回促進検討会をかつらぎ町役場において開催し、組合規約案等協議する

8. 13 昭和54年第1回伊都消防組合議会(以下「組合議会」という。)臨時会を開催し、議長中西

治氏、副議長窪田真士氏、管理者木村重雄氏、助役杉本博夫氏、収入役原延年氏監査

7. 26

検討する

伊都消防組合設置許可なる

11. 8

組合経費の分担割合等可決する。管理者にかつらぎ町長木村重雄氏を再選

庁舎用地購入について、かつらぎ町土地開発公社と委託契約締結

10. 22

委員曽和之男氏、草田源兵衛氏を選任する

昭和54年第1回組合議会定例会を開催し、昭和54年度組合会計予算(6,000千円)並びに

13

55. 1. 21

庁舎改築設計を山添設計事務所に委託

当消防組合消防吏員採用試験 81名受験

10 消防長に田村惠一を任命、消防組合業務開始に備えてかつらぎ町役場消防団詰所に事

務所を置く(庁舎用地第1年次分売買契約締結)

15 昭和55年第1回組合議会定例会開催〔昭和54年度補正予算第1号(補正額142,135千円)

並びに昭和55年度組合会計予算(250,000千円)〕及び本部・署設置条例等可決なる

2. 9 3町よりの内申により、当消防組合消防吏員採用内定通知発送

(かつらぎ町11名、高野口町8名、九度山町5名 計24名)

26

4. 1

和歌山県市町村職員退職手当組合加入許可なる

消防吏員任用式 27名

28

3. 3

庁舎用地第1年次分登記完了

庁舎改築工事入札、桝田組が落札(18,300千円)

5. 8

29

広報車購入(900千円)

桝田組と庁舎増築工事仮契約(33,000千円)

2 消防本部及び消防署を置かなければならない市町村を定める政令に基づく告示

(自治省告示第81号)

8. 20

25

し尿浄化槽改修工事及び排水溝改修工事施行

出動標示灯用地占用許可なる(建近和道占第91号)

6. 5

7. 15

かつらぎ町から庁舎用地内の施設(井戸一基、し尿浄化槽)を無償で譲渡される

庁舎用地第2年次分売買契約締結

― 1 ―

〔許可期限昭和58年3月31日以後更新〕

9. 2 当消防本部事務所を現在地に移転

18 ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾀﾝｸ自動車入庫(ﾎﾟﾝﾌﾟ 7,400千円・ﾀﾝｸ11,291千円)
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24 指令車(ｼﾞｰﾌﾟ)入庫(1,726千円)

無線機取付検査完了

30 伊都消防組合消防本部・署開署式挙行

年 月 日 内 容

昭和

20 車庫入口ﾚｰｻﾞｰ侵入警報装置設置工事完了

かつらぎ町患者輸送車譲り受け、九度山町患者輸送車借用する

55. 9. 19 自営構内交換設備等検査合格(公社電話119番及び4町ﾎｯﾄﾗｲﾝ工事)
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12 那賀郡消防組合と消防相互応援協定に関する申し合せ締結

本部に携帯用無線機10台及び携帯用拡声器2台交付される〔贈呈式 大阪球場〕

58. 3. 11 8人乗組立式ﾎﾞｰﾄ舟外機付購入(755千円)

※本事件に伴う巡視状況 (巡視回数 226回/延人員 521人/所要時間 439時間20分

60. 2. 27 無線前進基地局(ｲﾄｼｮ　ﾐﾅﾐ)落成検査

連続放火犯逮捕される　6. 18

59. 3.

8. 23 日本消防協会から平婦人消防隊及び上志賀婦人消防隊に軽可搬消防ﾎﾟﾝﾌﾟ、当消防

25 4週5休制施行

8. 19 第12回全国消防救助技術訓練大会出場〔大阪府大阪市〕

9. 1 防災の日として設定される

9 救急の日として設定される

10. 19 化学消防自動車購入(17,900千円)

8. 1 台風10号接近並びに集中豪雨

19 第11回全国消防救助技術訓練大会出場〔神奈川県横浜市〕

22 第9回県消防団消防ﾎﾟﾝﾌﾟ操法大会〔かつらぎ町消防団第5分団小型ﾎﾟﾝﾌﾟの部で優勝〕

4. 1 昭和57年度新規採用消防吏員任用式 8名

野上美里消防組合、美里町と伊都消防組合、かつらぎ町との消防相互応援協定施行

5. 26 救急医療情報ｼｽﾃﾑ業務開始

3. 2 予防査察車購入(958千円)

6 訓練場整備工事、桝田組(800千円)

13 訓練場ﾌｪﾝｽ設置、宮部稔(370千円)

57. 1. 14 防火基準適合表示公表制度実施要綱設置

23 職員定数を43名以内に改正

2. 18 単車１台購入(110千円)

6. 26 和泉市と消防相互応援協定締結

9. 14 伊都消防組合例規集刊行(ぎょうせい80冊、1,672千円)

10. 14 訓練塔完成(桝田組6,800千円)

全国消防協会へ加入

14 伊都・那賀郡消防組合相互応援協定施行

17 かつらぎ町農協有線緊急放送設備完了

3. 2 組合規約一部変更認可

11 伊都地方消防相互応援協定施行

4. 1 昭和56年度新規採用消防吏員任用式 7名

56. 1. 23 消防庁舎用地登記完了

27 伊都・高野山ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞから映写機受贈

2. 2 県非常勤職員公務災害補償組合加入認可

2 伊都県事務所にて危険物関係事務引継ぎを行う

12. 20 伊都農協有線119番設置なる

25 日本損害保険協会から救急車1台受贈、つばめ号と命名

年 月 日 内 容

昭和

55. 10. 1 午前0時から業務開始

第1係、第2係発令。全国消防長会東近畿支部、全国消防長会、和歌山県消防長会へ

それぞれ加入。かつらぎ町農協有線119番移転工事完了

◎ 業務開始後の経過

10. 1 消防水利施設の設置等に関する念書調印〔管内3町〕
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8. 3 旧救急車を救助資器材搬送車として運用開始

10. 19 高圧ｶﾞｽ製造施設変更許可 変更後処置能力(144.1㎥/日)

21 電話回線増設 一般(22-0119) ﾌｧｸｼﾐﾘ専用(22-6694)

7. 22 高野口町田原婦人防火ｸﾗﾌﾞ結成式参列(ｸﾗﾌﾞ員50名)

26 ﾌｧｸｼﾐﾘ開通(22-6694)

　○長官表彰旗 伊都消防組合・九度山町消防団受賞

6. 1 高圧ｶﾞｽ取扱者免許2名取得

10 高野口町大野 中野源一氏より救急車1台受贈贈呈式挙行

4. 1 昭和63年度新規採用消防吏員任用式 1名

8 九度山町上古沢婦人防火ｸﾗﾌﾞ発足(ｸﾗﾌﾞ員16名)

21 昭和62年度消防定例表彰式〔和歌山市〕

　　る町の収入役を充てる

　○議員及び執行部の任期は関係町の任期による

16 消防長 高野口町防災会議委員に任命される

18 非常電源設備設置 近畿ＮＥＣ商品販売株式会社(695千円)

63. 2. 9 伊都消防組合規約変更許可なる

　○組合議員12人を9人に減、助役にかえて副管理者2名を置き収入役は管理者の属す

10. 29 空気充填機機械室新築工事契約 平岡組(625千円)

11. 1 4週6休制施行(隔日勤務者5当務1公休制にし、48週60休とする)

17 職員Ｂ型肝炎ﾜｸﾁﾝ第1回接種(11/20・11/24)

8. 17 高野口町平阪特殊織物火災2件 放火犯逮捕される

21 第16回全国消防救助技術大会出場〔千葉県千葉市〕

9. 29 高圧ｶﾞｽ製造許可(圧縮空気)

訓練塔塗装工事契約 西山看板店(924千円)

3. 23 ﾜｰﾌﾟﾛ導入

6. 18 空気充填ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 和歌山防火協会と契約(2,950千円)

　○大谷婦人防火ｸﾗﾌﾞ員 5名出席〔和歌山市〕

11. 11 指令広報車及び広報車に無線機取付

62. 2. 20 訓練塔改造及び整備工事契約 畠山建設鉄工所(1,100千円)

　○焼損１棟・延1,619㎡ 損害額414,781千円 負傷者 消防吏員3名 団員1名

10. 1 河川流域総合情報ｼｽﾃﾑ専用端末装置設置契約(月額125千円)

31 和歌山県婦人防火ｸﾗﾌﾞ連絡協議会設立記念婦人防火大会

30 高野口町向島で大火

　○焼損11棟・延2,114㎡ 損害額252,923千円 負傷者 消防団員1名

9. 2 高野口町小田で大火

ﾝﾌﾟ受贈〔贈呈式 大阪城公園〕

3 第11回県下消防ﾎﾟﾝﾌﾟ操法大会〔那智勝浦町〕

　○高野口町消防団第2分団第2部 ﾎﾟﾝﾌﾟ車操法の部 準優勝

61. 3. 26 和歌山県農協共済福祉協会より救急車1台受贈

6. 29 新生児(ＮＩＣＵ)広域搬送第1号

8. 1 日本消防協会から消防本部へ指令広報車、かつらぎ町大谷婦人防火ｸﾗﾌﾞへ軽可搬ﾎﾟ

年 月 日 内 容

昭和

8. 26 可搬ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車入庫(1,091千円)

60. 6. 18 　延時間 958時間/延走行距離 9,120㎞）



1. 2. 1 溝端邦也消防長兼署長に就任

― 5 ―

11. 13 妙寺保育所幼年消防ｸﾗﾌﾞで鼓笛隊ｾｯﾄ伝達式挙行

4. 3. 31 前岡眞也消防士長退職(人事交流により4/1からかつらぎ町役場採用)

訓練塔Ｂ階段・物置設置工事完了(5,377千円)

16 高野口町長に松本一郎氏無投票当選(副管理者)

9. 11 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車受納式挙行(社団法人)日本損害保険協会寄贈

10. 1 毎日勤務職員第2第4土曜日閉庁・隔日勤務職員週44時間勤務実施

車庫屋根ｶﾗｰ鋼板塗替塗装(550千円)

4. 1 平成3年度新規採用消防吏員任用式 5名

伊都消防幼少年婦人防火委員会発足

3. 1 古沢・河根・九度山幼稚園幼年消防ｸﾗﾌﾞ発足

栗の実・杉の子・兄井・西飯降子供会少年消防ｸﾗﾌﾞ発足

30 少量危険物倉庫設置(5.23㎡) (471千円)

　○予算(2,250千円)

12. 27 橋本ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞより８ﾐﾘﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ受贈

3. 2. 2 救助工作車購入(28,736千円)

24 第19回全国消防救助技術大会出場〔広島県広島市〕

9. 1 九度山町中古沢婦人防火ｸﾗﾌﾞ発足(ｸﾗﾌﾞ員15名)

10. 21 伊都消防10周年記念祭〔かつらぎ公園・かつらぎ勤労者体育ｾﾝﾀｰ〕

8. 1 和歌山県防災行政無線ｼｽﾃﾑ運用開始

2 九度山町下古沢婦人防火ｸﾗﾌﾞに日本防火協会より軽可搬ﾎﾟﾝﾌﾟ(Ｄ－1級)受贈

18 体力錬成用具購入(1,000千円)

　○共催 和歌山県・県警本部・橋本市消防署・高野町消防署・高野口保健所

              和医大紀北分院・橋本市民病院・かつらぎ町・九度山町・ＮＴＴ橋本営業所

13 車庫・書庫等庁舎増改築工事入札 井端組落札(36,050千円)

2. 4. 2 消防職員の若返り策に関する協定書調印

7. 1 九度山町下古沢婦人防火ｸﾗﾌﾞ発足(ｸﾗﾌﾞ員24名)

10. 20 第10回幼年消防全国大会〔奈良県郡山市〕

　○日本防火協会より高野口町向島保育所幼年消防ｸﾗﾌﾞに鼓笛隊ｾｯﾄ40組受贈

11. 1 産業医契約(かつらぎ町米田小児科・米田幸雄氏)

4. 14 高野口町大野中野源一氏より救急車両整備基金として500万円受贈

妙寺保育所幼年消防ｸﾗﾌﾞ発足(ｸﾗﾌﾞ員48名)

20 集団救急事故発生想定訓練実施〔九度山橋下流〕

25 高野口町6保育所281名幼年消防ｸﾗﾌﾞ発足

6. 1 前川宏署長兼本部警防係長に就任

7 第1回職員高齢化対策推進委員会(主管課長・本部)

　○参加人員 223人

年 月 日 内 容

平成

3. 7 消防無線基地局第2装置(予備)設置(1,330千円)

13 車庫塗装工事入札西山看板店落札(650千円)

22 予防査察車購入(軽四ﾜｺﾞﾝ車)(1,203千円)

8. 1

21 車庫・書庫等庁舎増改築工事設計委託の入札 平設計・中村平氏落札(800千円)

9. 5 井戸給水ﾎﾟﾝﾌﾟ取替工事入札 紀北大西電設落札(660千円)

　○主催 県医師会・伊都医師会・高野口町・伊都消防組合
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3. 9 和歌山県防災ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ運行開始

23 管理者に南衞氏就任

11. 7 収入役に廣畑晴夫氏就任

8. 1. 12 和歌山県下消防広域相互応援協定書押印

7. 27 搬送車購入(2,976千円)

8. 25 第24回全国消防救助技術大会出場〔福岡県北九州市〕

10. 1 伊都消防組合15周年記念誌発行

28 赤井義治消防士長退職(人事交流により4/30から高野口町役場採用)

6. 2 日本防火協会から「防火号」の寄贈を受ける

30 収入役 南衞氏退任

17 阪神・淡路大震災発生により神戸市へ応援隊派遣（～1/26）

3. 31 浦野光広消防士長退職(人事交流により4/1 からかつらぎ町役場採用)

4. 1 平成7年度新規採用消防吏員任用式 4名

9. 28 上久保明消防士長退職(人事交流により9/30から高野口町役場採用)

30 東勝己消防士長退職(人事交流により10/1からかつらぎ町役場採用)

7. 1. 10 県立医大附属病院紀北分院が救急病院として告示される(～Ｈ10.1.6)

救急隊専従

交替制勤務職員週40時間制実施

8. 25 第23回全国消防救助技術大会出場〔京都府京都市〕

12. 16 日本防火協会より笠田保育所幼年消防ｸﾗﾌﾞに鼓笛隊ｾｯﾄ受贈伝達式挙行

6. 3. 2 伊都消防組合庁舎及び消防施設整備基金条例の設置可決

4. 1 平成6年度新規採用消防吏員任用式 3名

24 伊都高野山ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ発足30周年記念に準高規格救急車の寄贈を受ける

11. 1 救急処置9項目運用開始

25 紀の川下り筏転覆事故発生 水死者2名・救助者4名

8. 20 第22回全国消防救助技術大会出場〔福岡県福岡市〕

9. 3 訓練塔塗替工事契約 西山看板店(2,191千円)

車載無線機3機購入(1,050千円)

17 ﾜｰﾌﾟﾛ4台購入(560千円)

21 九度山町ｻｲﾚﾝ遠隔吹鳴装置完成

6. 28 森田泰弘消防士長退職(人事交流により7/1から高野口町役場採用)

7. 1 前川宏消防署長を消防本部次長に任命

4. 1 毎日勤務者週40時間制導入

平成5年度新規採用消防吏員任用式 5名

27 ﾊﾟｿｺﾝ導入

5. 2. 24 駐車場工事入札 木村組落札(5,200千円)

3. 30 広報車購入ﾄﾖﾀ・ｶﾙﾃﾞｨﾅ1800cc 2WD CZ4AT(1,700千円)

31 駐車場整備工事完了(5,356千円)

赤井英之庶務係長を消防署長に任命、消防司令に昇任

30 北浦恭弘消防士長退職(人事交流により10/1からかつらぎ町役場採用)

10.

年 月 日 内 容

平成

31 携帯無線機2機購入(309千円)

12. 13

4. 8. 11 かつらぎ郵便局で郵便料金後納取扱承認なる

25 隔日勤務者3当務1公休制(週42時間勤務)実施



8. 23 第25回全国消防救助技術大会出場〔北海道札幌市〕

8. 8 第30回全国消防救助技術大会出場〔東京都〕

9. 5

8. 3. 31 坂本真史司令補退職(人事交流により4/1から九度山町役場採用)

4. 1 平成8年度新規採用消防吏員任用式 4名

29
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16 九度山町長選挙告示(奥野恒太郎氏当選)

12. 4 天野ﾄﾝﾈﾙ開通式出席〔かつらぎ町〕

14. 3. 19 かつらぎ町南山間地(志賀・新城・天野)不審火火災防止の巡視(～3/31)

4. 1 平成14年度新規採用消防吏員任用式 1名

予防査察車入札

6. 29 予防査察車更新配備

7. 25 伊都消防組合水難救助検索訓練(～7/26)

消防大学校総合教育上級幹部科第63期 1名入校(～10/5)〔東京都江東区〕

10. 24 和歌山県下緊急消防援助隊紀北ﾌﾞﾛｯｸ合同訓練 13名〔高野町〕

5.

13. 1. 6 省庁再編

17 妙寺警察と伊都消防組合との合同訓練(倒壊家屋救出・救命訓練)

4. 23 笠田東・笠田中地域の不審火火災防止の巡視(～4/30)

5. 8 天野・志賀・新城において発生した林野火災不審火防止対策会議開催

11. 22 和歌山県防災ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる３消防本部合同消防隊員・資器材輸送訓練 23名

〔紀の川第2ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ〕

3. 15 伊都消防組合防災ｾﾝﾀｰ・消防緊急通信ｼｽﾃﾑ竣工式挙行

4. 1 消防緊急通信指令ｼｽﾃﾑ運用開始

災害弱者緊急通報ｼｽﾃﾑ(かつらぎ町)運用開始

31 Ｙ２Ｋに伴う対策本部設置

12. 1. 1 Ｙ２Ｋ特別体制

31 救急活動への支援出動開始

6. 1 防災ｾﾝﾀｰ起工式

7. 8 消防緊急通信指令装置・新発信地表示ｼｽﾃﾑ入札(125,450千円)〔富士通・ＮＴＴ落札〕

12. 20 防災ｾﾝﾀｰ建築完了検査

11. 3. 4 可搬ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車入庫(1,386千円)

23 国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄ和歌山・紀北より消防指令車贈呈される

5. 18 防災ｾﾝﾀｰ建設工事入札(147,000千円)木村組落札

薄井茂裕庶務係長が署長に就任

9. 9 毒物混入ｶﾚｰ事件に係わる集団救急事故に関する研修会出席

10. 1 本部・署の組織変更(3課2班制)

19 水槽付き消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車納車(28,665千円)

3. 31 溝端邦也消防長・前川 宏次長退職

4. 1 赤井英之消防署長が消防長に就任

5. 31 西畑和哉消防士長退職(人事交流により6/1からかつらぎ町役場採用)

7. 12 第2次救急医療輪番制発足

10. 1. 13 高規格救急自動車納車(31,836千円)

9. 1. 24 重油流出事故による巡視

3. 19 NICUへの搬送に係る応援協定書締結

4. 1 平成9年度新規採用消防吏員任用式 3名

年 月 日 内 容

平成



23 初任教育第26期への救助訓練講師〔和歌山市〕

8. 18 伊都消防組合監査委員 南隆男氏(識見者)再任

14. 7. 5 初任教育第26期への体育泳法講師 2名〔和歌山市〕

19 災害対応特殊救急自動車・高度救命処置用資機材入札執行
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23

10. 8

平成

年 月 日 内 容

第31回全国消防救助技術大会出場〔愛知県名古屋市〕

救急救命東京研修所入校(～Ｈ15.3.25)

15. 1. 16

2. 5

11. 25

12. 25

震災消防計画関係町合同会議

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ出動要請訓練 7名〔橋本市〕

ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘとの現場想定訓練〔紀の川第2ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ〕

災害対応特殊救急自動車納車及び高度救急処置用資器材納入

24

4. 1

17

3. 13

市町村合併協議会発足に伴う第1回消防専門部会〔橋本市〕

救急標準課程講師 2名〔和歌山市〕

救急救命東京研修所卒業式出席・岡本修明消防副士長 成績優秀表彰受賞〔東京都〕

和歌山県防災航空隊職員派遣～3年間 井上典和消防士長〔白浜町〕

9

7. 24

5. 1

8

阪和林野消防協議会第33回定期総会〔かつらぎ町〕

消防大学校総合教育上級幹部科第66期 1名入校(～6/5)〔東京都調布市〕

紀北地域救急業務高度化推進協議会総会〔かつらぎ町〕

第26回和歌山県組合消防委員会〔かつらぎ町〕

ＡＥＤ処置資格全職員取得(10/12・22講習実施)

平成17年伊都消防組合管理者特別点検実施

三町消防出初式参列

15

11. 19

10. 10

14

伊都消防組合南管理者送別式挙行

伊都消防組合管理者事務引継

3町1村合併協議会発足に伴う第１回消防専門部会〔九度山町〕

県消防協会伊都支部自治体消防発足55周年記念大会 2名(～11/20)〔東京都〕

6. 29

16. 2. 27

3. 2

危険物漏洩事故発生〔かつらぎ町笠田中〕に伴う対策実施

救急救命士気管挿管講習第1期 2名〔和歌山市〕

高野山町石道の7月7日の世界遺産登録(紀伊山地の霊場と参詣道)に備えての事前調

3. 31

4. 1

赤井英之消防長退職

薄井茂裕消防長就任

第28回全国消防職員意見発表会出場〔熊本県熊本市〕

第3回緊急消防援助隊全国合同訓練〔静岡県静岡市〕

10. 1

かつらぎ町防災訓練〔大谷地区〕

かつらぎ町・花園村合併記念式典 1名

査実施(～6/30)

17. 1. 6

9

8. 26

10. 12

第33回全国消防救助技術大会出場〔兵庫県三木市〕

3. 1

27

12. 1

(～10/29)〔和歌山市〕

花園地区119番切替え完了

橋本市と高野口町が合併

携帯119番直接受信開始

5. 26

6. 10

31 薄井茂裕消防長退職

28

8. 1

9. 4

聴覚障害者緊急ﾒｰﾙ(eﾒｰﾙ)運用開始

平成17年度緊急消防援助隊近畿ﾌﾞﾛｯｸ合同訓練及び県緊急消防援助隊訓練救急隊

18.



6. 10 第38回和歌山県消防救助技術会出場〔和歌山市〕

3. 1 平成21年春季火災予防運動(～3/7)

4. 1 平成21年度新規採用消防吏員任用式 4名

28 消防長会東近畿支部意見発表会出場〔奈良県奈良市〕
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11 かつらぎ町消防出初式 消防長他1名･署１班

九度山町消防出初式 2名

橋本市消防出初式 次長他1名

16 平成21年度伊都消防組合職員採用一次試験

21 移動タンク路上検査実施〔かつらぎ町背ノ山〕

21. 1. 8 管理者特別点検及び管理者会議

30 和歌山県緊急援助隊紀北ﾌﾞﾛｯｸ訓練(要請伝達訓練)

11. 4 幼年消防ｸﾗﾌﾞ(17消防ｸﾗﾌﾞ) 防火ﾊﾟﾚｰﾄﾞ実施(～11/14）

9 平成20年秋季火災予防運動(～11/15)

7. 27 和歌山県消防協会主催第22回消防ﾎﾟﾝﾌﾟ操法大会〔湯浅町〕

8. 28 全国優良消防職員表彰式1名受賞〔福岡県北九州市〕

9. 5 救急医療週間に伴う各種行事の実施(～9/12)

11 安全関係者会議

5. 27 かつらぎ町新規採用職員研修 5名(～5/28)

30 伊都消防救助技術会

7 管理者特別点検

17 非常招集訓練及び震災時初動体制訓練

3. 1 平成20年春季火災予防運動(～3/7)

9 平成19年秋季火災予防運動(～11/15)

12. 26 年末火災特別警戒(～12/31)

20. 1. 6 九度山町消防出初式 次長他１名・署第2班

8. 19 高野口方面隊合同訓練 9名〔紀の川河川敷〕

9. 18 R371総合防災訓練〔かつらぎ町花園中南〕

11. 3 かつらぎ町産業まつり 10名

25 全国消防長会東近畿支部意見発表会出場〔福井県〕門誠士長優秀賞受賞

6. 14 第36回和歌山県消防救助技術会出場〔和歌山市〕

7. 24 消防職員委員会

12. 1 職員へ消防情報配信ｼｽﾃﾑ(ﾒｰﾙ)の運用開始

19. 1. 7 かつらぎ町消防出初式合同 次長他１名・署第2班

3. 1 平成19年春季火災予防運動(～3/7）

9. 13 不審火による巡視活動（妙寺･三谷地区）実施(～10/2迄)

10. 11 平成18年度和歌山県消防職員意見発表会出場

30 消防大学校総合教育上級幹部科第70期 １名(～11/16)〔東京都調布市〕

年 月 日 内 容

平成

27 平成18年度和歌山県総合防災訓練(４車両･人員25名)〔かつらぎ町紀の川河川敷〕

5. 24 甲種防火管理者講習会(5/24再講習・5/25.26新規講習)〔かつらぎ町〕

27 京奈和自動車道橋本道路開通(高野口～橋本間)

18. 4. 1

7. 30

8. 1

第21回和歌山県消防ﾎﾟﾝﾌﾟ操法大会(九度山町消防団出場)〔御坊市〕

救急救命士薬剤投与追加講習 １名(～9/1)〔福岡県北九州市〕

山高國央消防長就任



10. 17 緊急消防援助隊近畿ﾌﾞﾛｯｸ合同訓練 3名(～10/18)〔福井県〕

21 平成21年度和歌山県消防長会定期総会・意見発表会 3名〔和歌山市〕

21. 8. 19 第38回全国消防救助技術大会出場〔神奈川県横浜市〕　

9. 9 救急の日

年 月 日 内 容

平成

22. 1. 8 管理者特別点検及び管理者業務報告会

10 九度山町消防出初式 次長他1名・署2班

3. 1 平成22年春季火災予防運動(～3/7)

4. 27 消防長会東近畿支部意見発表会出場〔京都府京都市〕

11. 9 平成21年秋季火災予防運動(～11/15)

12. 26 年末火災特別警戒(～12/31)

6. 15 第39回和歌山県消防救助技術会出場〔和歌山市〕

8. 27 第39回全国消防救助技術大会出場〔京都府京都市〕　

9. 9 救急の日

10. 22 平成22年度和歌山県消防長会第2回定期総会及び和歌山県下消防職員意見発表会

11. 9 平成22年秋季火災予防運動(～11/15)

12. 26 年末火災特別警戒(～12/31)

消防長他2名〔和歌山市〕

23. 1. 6 伊都消防組合管理者特別点検及び管理者業務報告会

9 かつらぎ町消防出初式 消防長・警防課長・功績章受章者・第1班

九度山町消防出初式 署長他1名

橋本市消防出初式 次長他1名

3. 1 平成23年春季火災予防運動(～3/7)

12 東北地方太平洋沖地震に緊急消防援助隊災害派遣〔宮城県石巻市：女川町〕　

　○第1陣5名・第2陣5名・第3陣5名(3/12～3/18)

4. 1 平成23年度新規採用消防吏員任用式 2名

かつらぎ町消防出初式 2名

5. 23 平成23年度かつらぎ町役場新規採用職員研修 12名(～5/24)

7. 12 伊都消防本部本館及び車庫棟耐震補強工事及び改修工事入札

9. 5 和歌山県下広域消防応援活動派遣〔新宮市〕

　○第1陣5名・第2陣4名(9/5～9/7)

10. 14 平成23年度和歌山県消防長会第2回定期総会及び和歌山県下消防職員意見発表会

5 平成24年度和歌山県消防長会第2回定期総会及び和歌山県下消防職員意見発表会

消防長他2名〔和歌山市〕

11. 9 平成23年秋季火災予防運動(～11/15)

消防長他2名〔和歌山市〕

12. 11 平成23年度伊都消防組合消防職員採用第一次試験

26 年末火災特別警戒(～12/31)

24. 1. 6 管理者特別点検及び管理者会議

8 九度山町消防出初式 消防長・功績章受章者・10年勤続者・20年勤続者・第2班
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27 平成24年度緊急消防援助隊近畿ﾌﾞﾛｯｸ合同訓練 5名（～10/28）〔兵庫県神戸市〕

2. 21 東日本大震災福島原発事故消防活動記録特別講義 35名

3. 1 平成24年春季火災予防運動（～3/7）

4. 2 平成24年度新規採用消防吏員任用式 1名

10.
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11. 9 平成26年秋季火災予防運動（～15日）

12. 26 年末火災特別警戒（～31日）

5. 26 平成26年度かつらぎ町役場新規採用職員研修 ７名受入（～27日）

6. 3 第43回和歌山県消防救助技術会 消防長他12名〔和歌山市〕

10. 3 平成26年度和歌山県消防長会第2回定期総会及び和歌山県下消防職員意見発表会

消防長他2名〔和歌山市〕

18 平成26年度緊急消防援助隊近畿ﾌﾞﾛｯｸ合同訓練 ﾎﾟﾝﾌﾟ隊4名〔田辺市〕

24 新救助工作車納車

3. 1 平成26年春季全国火災予防運動(～3/7)

31 山高國央消防長退任式

4. 1 益田光則消防長就任式及び新規採用消防吏員任用式 2名

23 平成26年度全国消防長会東近畿支部消防職員意見発表会 消防長他2名〔京都市〕

12. 26 年末火災特別警戒（～31日）

26. 1. 9 伊都消防組合管理者特別点検及び平成25年度第4回伊都消防組合管理者会議

12 かつらぎ町消防出初式 消防長・功績章受章者・第３班

九度山町消防出初式 次長他15名

橋本市消防出初式 署長他1名

10. 4 平成25年度和歌山県消防長会第2回定期総会及び和歌山県下消防職員意見発表会

消防長他2名〔和歌山市〕

10 和歌山県緊急消防援助隊紀北ﾌﾞﾛｯｸ訓練 消防長他4名〔海南市〕

11. 9 平成25年秋季火災予防運動（～11/15）

25 消防団120年・自治体消防65周年記念大会 消防長他1名〔東京ﾄﾞｰﾑ〕

4. 1 橋本市・高野町・伊都消防組合消防通信指令事務協議会設置に関する締結式

消防長他3名〔橋本市〕

25 平成25年度全国消防長会東近畿支部消防職員意見発表会 消防長他2名〔和歌山市〕

7. 24 第42回消防救助技術東近畿地区指導会出場〔京都府京都市〕　

8. 22 第42回全国消防救助大会出場〔広島県広島市〕

1. 6 かつらぎ町消防出初式 次長・功績章受章者・第2班

九度山町消防出初式 消防長他1名

橋本市消防出初式 署長他1名

9 伊都消防組合管理者特別点検及び平成24年度第5回伊都消防組合管理者会議

3. 1 平成25年春季全国火災予防運動(～3/7)

年 月 日 内 容

平成

24. 11. 9 平成24年秋季火災予防運動（～11/15）

21 新災害対応特殊救急自動車納車

12. 10 3消防本部による消防指令ｾﾝﾀｰ共同運用に係る関係市町長会議 消防長他2名

〔伊都消防組合〕

19 新災害対応特殊消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車納車

26 年末火災特別警戒(～12/31)

25.



平成

  ○功績賞 2名受賞　

九度山町消防出初式 次長他1名

橋本市消防出初式 2名

仕事始め式

平成26年度第3回伊都消防組合管理者会議

13

かつらぎ町消防出初式 消防長他１5名

救急救命士処置拡大講習会（～15日） 3名〔和歌山市〕

11

第61回文化財防火ﾃﾞｰに伴う消防訓練 慈尊院 13名〔九度山町〕18

26

22.

消防大学校総合教育上級幹部科第78期(～2/4) 1名〔東京都調布市〕

② 年間業務概況
年 月 日 内 容

第61回文化財防火ﾃﾞｰに伴う消防訓練 丹生都比売神社 消防長他5名〔かつらぎ町〕

第61回文化財防火ﾃﾞｰに伴う消防訓練 宝来山神社 次長〔かつらぎ町〕

平成26年度調査技術会議 1名〔大阪府大阪市〕

25

23

第61回文化財防火ﾃﾞｰに伴う消防訓練 高野口小学校 消防長他10名〔橋本市〕

27.

8 平成27年伊都消防組合管理者特別点検

1. 5

第141回伊都消防ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ体制推進委員会

平成26年度伊都地域消防協会幹部研修（～20日） 消防長他1名〔愛知県他〕

29

21

19

12

10

平成26年度専科教育救急科第17期 2名〔和歌山市〕

平成26年度和歌山県消防長会消防法令違反是正事例研究会 2名〔御坊市〕 

第23回全国救急隊員ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 1名〔神奈川県相模原市〕

5

3

4

　○平成26年度伊都消防組合会計補正予算（第2号）

　○伊都消防組合職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例について

　○伊都消防組合職員定数条例の一部を改正する条例について

　○平成27年度伊都消防組合会計予算

　　総合事務組合規約の変更について　　

紀北地域ＭＣ協議会担当者会議 2名〔海南市〕

平成27年第１回伊都消防組合議会定例会

30

総合防災情報ｼｽﾃﾑ再構築に係る次期ｼｽﾃﾑの事前説明会 2名〔和歌山市〕

平成26年度第4回かつらぎ町・九度山町・伊都消防防災担当者会議

14

平成26年度専科教育救急科第17期講師派遣（～3/13） 7名〔和歌山市〕

第3回和歌山県消防学校のあり方検討会会議及び平成26年度和歌山県消防教育訓練

13

第8回紀北ﾌﾞﾚｲﾝｱﾀｯｸｾﾐﾅｰ 3名〔かつらぎ町〕

　○平成26年度伊都消防組合会計補正予算（第3号）

平成26年度公益財団法人和歌山県消防協会評議員会 消防長他1名〔和歌山市〕

　○和歌山県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び和歌山県市町村

和歌山県市町村総合事務組合事務担当者会議 1名〔和歌山市〕

平成26年度総合防災訓練 消防長他6名〔九度山町〕

協議会臨時会議 1名〔和歌山市〕
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20

和歌山県立笠田高等学校評議員会 消防長〔かつらぎ町〕 19

第23回消防設備等点検済表示管理委員会 消防長〔和歌山市〕

平成26年度和歌山県消防長会事務担当者会議 1名〔和歌山市〕

第9回かつらぎ町ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱまつり 3名〔かつらぎ町〕21

平成26年度第3回伊都消防・消防団役員会議

危険物講演会 1名〔大阪府大阪市〕



26

平成26年度和歌山県救急救命協議会第１回症例検討会 3名〔和歌山市〕

脳卒中病院前救護（PSLS)ｺｰｽ開催に伴う講師派遣 1名〔和歌山市〕

平成26年度財政主幹課長会議 １名〔和歌山市〕

16

15 平成26年度予防技術資格者検定 4名〔和歌山市〕

伊都消防震災対応訓練検証会

通常点検

第143回伊都消防ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ体制推進委員会26

27

指令ｼｽﾃﾑ整備に伴う平成26年度出来高検査 1名〔橋本市〕

3. 1

7 消防記念日

橋本市防災会議 消防長〔橋本市〕25

　

17

年 月 日

28

内 容

平成

27. 2. 第142回伊都消防ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ体制推進委員会

5

阪和林野消防総合訓練 次長他1名〔大阪府泉南郡岬町〕

23

24 平成26年度中核充填所防災訓練 2名〔和歌山市〕

平成26年度第１回安全関係者会議及び交通事故防止対策会議

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談員会議

平成26年度地域防災懇談会 1名〔和歌山市〕

平成26年度和歌山県消防長会特別巡回講習会 4名〔和歌山市〕

紀北地域救急高度化推進協議会幹事会及び研修会 5名〔有田川町〕

13 わかやま国体橋本市実行委員会第3回運輸・交通専門委員会 1名〔橋本市〕

伊都消防震災対応訓練

12

10

近畿救急医学研究会第143回救急隊員部会 1名〔和歌山市〕

平成26年度消防総合訓練 消防長他1名〔橋本市〕 

平成26年度消防司令補昇任口述試験 3名受験

平成27年春季火災予防運動（～7日）

平成26年度第2回伊都消防組合消防職員委員会

消防長他5名〔橋本市〕

16

次期和歌山県総合防災情報ｼｽﾃﾑ操作研修会 3名〔和歌山市〕

わかやま国体橋本市実行委員会第4回宿泊・衛生専門委員会 1名〔橋本市〕

平成26年度和歌山県消防功労者定例表彰式 消防長他3名〔和歌山市〕

24

和歌山県消防長会総務部会研修 2名〔和歌山市〕

19

20

平成27年度和歌山県消防長会第1回定期総会 消防長他1名〔和歌山市〕

第30回伊都・橋本地区小児ﾐﾆ輪番運営委員会及び第23回五條・橋本・伊都地域広域

小児二次救急合同会議 3名〔橋本市〕

平成26年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線整備推進協議会第8回総会 2名〔和歌山市〕

第106回全国消防長会東近畿支部総会・消防職員意見発表会（～23日） 消防長

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談員会議

17

15 平成27年度新規採用職員研修 2名〔和歌山市〕

平成26年度橋本市・高野町・伊都消防組合消防通信指令事務協議会第3回総会

4. 1

6

橋本圏域災害医療対策会議 2名〔橋本市〕

平成26年度第3回避難行動要支援者の避難行動支援に関する検討会 1名〔橋本市〕

平成26年度和歌山県ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ運航に関する症例検討会 2名〔和歌山市〕 

第9回災害医療ﾌｫｰﾗﾑ検証会 1名〔橋本市〕

27

22
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〔富山県富山市〕



和歌山県消防学校初任教育第39期講師派遣 1名〔和歌山市〕

1 通常点検

公共施設等の老朽化対策に係る地方財政処置及び統一的な基準による地方公会計に24

5.

平成27年度第1回かつらぎ町・九度山町・伊都消防防災担当者会議

近畿救急医学研究会第144回救急隊員部会 1名〔大阪府枚方市〕

第1回将星真田幸村花火大会実行委員会次長〔九度山町〕

内 容

平成

第25回伊都消防幼少年婦人防火委員会役員会

27. 23 平成27年度第１回救急体制推進委員会検証会（144回）

15

14

13

関する説明会 1名〔和歌山市〕

年 月 日

4.

28

紀の国わかやま国体九度山町実行委員会第4回総会 消防長〔九度山町〕

8 第44回和歌山県消防救助技術会運営担当者会議 2名〔和歌山市〕

1 第45回阪和林野消防協議会定期総会 消防長他1名〔和歌山市〕

27 平成27年度共済事務担当者研修会 1名〔和歌山市〕

11

紀北地域救急高度化推進協議会第19回定期総会 消防長他2名〔海南市〕

平成27年度かつらぎ町新規採用職員研修 9名受入（～19日）

平成27年度第1回大滝ﾀﾞﾑ放流連絡会 1名〔奈良県五條市〕

3

第44回和歌山県消防救助技術会審査員等研修会 2名〔和歌山市〕

29 平成27年度第1回伊都消防・消防団役員会議

22 第67回全国消防長会総会及び第38回全国消防職員意見発表会(～23日） 消防長

26

20 和歌山県地方事情御視察 秋篠宮同妃両殿下お成り特別消防警備〔かつらぎ町〕

伊都消防組合消防救助技術会

〔静岡県浜松市〕

25

かつらぎ町要保護児童対策地域協議会代表者会議 次長〔かつらぎ町〕

　○議長選挙について

2

4 平成27年第2回伊都消防組合議会臨時会

　○平成26年度伊都消防組合会計繰越明許費繰越計算書の報告について

　○副議長について

27

災害共済事業事務担当者研修会 2名〔和歌山市〕

平成27年度公益財団法人和歌山県消防協会定時評議員会 消防長他1名〔和歌山市〕

第44回和歌山県消防救助技術会 消防長他15名〔和歌山市〕

6.

平成27年度第2回救急体制推進委員会検証会（145回）

平成27年度伊都消防組合公平委員会定例会

平成27年度伊都地域消防協会消防長・消防団長会議 消防長他1名〔橋本市〕

消防長他5名〔橋本市〕

12

7 危険物安全週間（～13日）

平成27年度危険物施設安全推進講習会 1名〔大阪府大阪市〕

17

10 和歌山県ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線共通波操作説明会 6名〔橋本市〕

平成27年度第１回伊都消防組合消防職員委員会

紀北地域救急業務高度化推進協議会幹事会 2名〔岩出市〕

9

平成27年度橋本市・高野町・伊都消防組合消防通信指令事務協議会第1回総会

18

和歌山県消防学校初任教育第39期講師派遣 1名〔和歌山市〕

　○監査委員の選任について

11

平成27年地方公務員給与実態調査等ﾋﾔﾘﾝｸﾞ 2名〔橋本市〕
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24

29

年 月 日 内 容

平成

25

26

11

23
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紀北地域ＭＣ協議会症例検討会 2名〔海南市〕

平成27年度笠田高校第1回評議委員会 消防長〔かつらぎ町〕

平成27年度和歌山県下消防研究発表会出場披露会

平成27年度全国消防長会東近畿支部予防業務研究会（～30日） 1名〔京都府京都市〕

第34回伊都消防救急業務高度化委員会

平成27年度和歌山県消防長会警防部会定例会議 2名〔新宮市〕

23

2

平成27年度報酬月額算定基礎届事務説明会 1名〔かつらぎ町〕

13 平成27年度全国高等学校総合体育大会及び地方事情御視察の行啓に係る担当者会議

3

和歌山県総合防災情報ｼｽﾃﾑ操作研修会 2名〔和歌山市〕

1

平成27年度要保護児童対策地域協議会代表者会議 次長〔橋本市〕

和歌山県消防学校初任教育第39期講師派遣 1名〔和歌山市〕

1名〔和歌山市〕

伊都地方人権尊重連絡協議会こころの研修 次長〔かつらぎ町〕

平成27年度和歌山県消防長会第1回総務部会及び平成27年度和歌山県消防教育訓練

　○和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び和歌山県

橋本市消防団高野口方面隊合同訓練 次長他8名〔橋本市〕

7.

14

平成27年第3回伊都消防組合議会定例会

2名〔御坊市〕

心電図講習会 2名〔和歌山市〕 

紀の国わかやま国体かつらぎ町実行委員会第4回総会 消防長〔かつらぎ町〕

平成27年度和歌山県下消防研究発表会 消防長他2名〔和歌山市〕

平成27年度和歌山県消防長会予防部会及び住宅火災警報器設置対策連絡会

26

25 第55回全国消防長会東近畿支部消防研究会（～26日） 消防長他2名〔京都府京都市〕

将星真田幸村花火大会消防警備 次長他2名〔九度山町〕16

和歌山県消防学校初任教育第39期生夜中行進訓練開式 2名（特別参加8名）〔高野町〕

　○平成26年度伊都消防組合会計歳入歳出決算認定について

　○平成27年度伊都消防組合会計補正予算（第1号）

10

　　市町村総合事務組合規約の変更について

和歌山県消防長会研修（職員の部）（～25日） 1名〔富山県富山市〕

21 人事育成等専門家等による講演会 1名〔和歌山市〕

20

１名〔和歌山市〕

平成27年度第1回伊都消防組合新人職員育成委員会

平成27年度和歌山県婦人防火ｸﾗﾌﾞ連絡協議会委員会研修会 1名〔有田川町〕

27. 6. 19

平成27年度第3回救急体制推進委員会検証会（146回）

8.

28

27

平成27年度第1回伊都消防組合管理者会議

8

第30回危険物保安技術講習会 1名〔大阪府大阪市〕

平成27年度和歌山県消防長会救急部会定例会 2名〔和歌山市〕

9

15 平成26年度伊都消防組合会計歳入歳出決算審査

6

21

平和祭 消防長〔かつらぎ町〕

30

29

平成27年度第4回救急体制推進委員会検証会（147回）

和歌山県市町村総合事務組合担当課長会議 1名〔和歌山市〕

和歌山県地方事情御視察 皇太子殿下行啓に係る特別消防警備〔かつらぎ町〕

24

5

29 第44回全国消防救助大会 消防長他2名〔兵庫県神戸市〕



平成27年度公務災害補償事務担当者説明会 2名〔和歌山市〕

救急医療週間に伴う救急車同乗研修（～15日）

平成27年度第5回救急体制推進委員会検証会（148回）

内 容

防災の日

年 月 日

4

30

24

紀の国わかやま国体警備職員派遣（～29日） 12名〔かつらぎ町・九度山町〕

15
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平成27年度和歌山県消防長会第2回定期総会及び和歌山県下消防職員意見発表会

〔3日 九度山町・4日 かつらぎ町〕　　

10.

平成

平成27年度和歌山県消防長会警防部会・水難救助講習会 2名〔和歌山市〕

救急医療週間（～12日）

平成27年度全国消防長会東近畿支部救急業務研修会 1名〔京都府京都市〕

2

伊都消防救急医療講習会

20

3

1

20

23 改正法人税等説明会 1名〔かつらぎ町〕

22

平成27年度監督者2次研修 2名〔和歌山市〕

救急の日

通常点検

紀北地域救急業務高度化推進協議会症例検討会 4名〔高野町〕

紀の国わかやま国体なぎなた競技会閉会式 消防長〔九度山町〕

紀の国わかやま国体なぎなた競技会開会式 消防長〔九度山町〕

平成27年度危険物事故防止ｾﾐﾅｰ 1名〔大阪府大阪市〕

8

平成27年第4回伊都消防組合議会臨時会15

27

9

6

平成27年度伊都消防組合消防職員採用第1次試験

27. 8. 31

9. 1

平成27年度幹部教育中級幹部科第14期（～23日） 2名〔和歌山市〕

和歌山県市町村総合事務組合事務担当者会議 1名〔和歌山市〕

12

平成27年度幹部教育中級幹部科特別講義 2名〔和歌山市〕

19

5

21

29

消防長他2名〔和歌山市〕

緊急車両指導員養成研修（～9日） 2名〔兵庫県播磨市〕

平成27年度伊都地域消防協会秋季消防長・消防団長会議 消防長他1名〔橋本市〕

7

4 貴志川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ増築竣工式 消防長〔紀の川市〕

消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線共同整備にかかる消防負担金説明会 3名〔岩出市〕

和歌山県地方事情御視察 三笠宮彬子女王殿下お成り特別消防警備（～4日）

平成27年度消防用設備等ｾﾐﾅｰ 4名〔和歌山市〕

平成27年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線整備推進協議会第2回総会 2名〔和歌山市〕

高野・龍神国定公園における消防相互応援協定に係る担当者会議 2名〔田辺市〕

平成27年度第6回救急体制推進委員会検証会（149回）

　○伊都消防組合管理者の選任について

平成27年度第2回伊都消防・消防団役員会議

平成27年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線整備推進協議会第1回総会 3名〔和歌山市〕

平成27年度第2回かつらぎ町・九度山町・伊都消防防災担当者会議

消防技術研修会 2名〔京都市〕

25 橋本市消防本部救急研修会 4名〔橋本市〕

普通救命講習会

二級小型船舶操縦免許講習会 2名〔和歌山市〕

25 平成27年度伊都消防組合消防職員採用第2次試験



第24回全国救急隊員ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（～4日） 1名〔北海道札幌市〕

平成

年 月 日 内 容

公会計関連研修会 1名〔和歌山市〕

28

笠田・妙寺・高野口中学校職場体験学習 13名受入（～30日）

笠田高校就業体験学習 5名受入（～29日）

災害共済関係事業事務担当者会議 2名〔和歌山市〕

平成27年度第7回救急体制推進委員会検証会（150回）

消防長他9名〔橋本市〕

液化石油ｶﾞｽ保安講習会 2名〔紀の川市〕

1 緊急車両運転者特別研修（～2日） 2名〔兵庫県播磨市〕

平成27年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線整備推進協議会第3回総会 2名〔和歌山市〕

29

3

第10回橋本市災害医療ﾌｫｰﾗﾑ 3名〔橋本市〕

平成27年度専科教育火災調査科第9期（～20日） 2名〔和歌山市〕

専科教育警防科第15期特別聴講 3名〔和歌山市〕

平成27年度第8回救急体制推進委員会検証会（151回）

近畿救急医学研究会第146回救急隊員部会 4名〔和歌山市〕27
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安全運転管理者講習 次長〔かつらぎ町〕

二級小型船舶操縦免許実技試験 3名〔和歌山市〕

12.

21 第27回かつらぎ町産業まつり参加（～22日） 本部・署12名〔かつらぎ町〕

平成27年度情報公開・個人情報保護研修（～20日） 1名〔和歌山市〕

全国消防長会東近畿支部火災科学研修会 1名〔京都府京都市〕

第16回和歌山救急・災害医療研修会 4名〔和歌山市〕

26 人事評価制度構築相談会 1名〔新宮市〕

27

19

九度山中学校職場体験学習1名受入（～13日）

10

30

平成27年度橋本市・高野町・伊都消防組合消防通信指令事務協議会第3回総会

2

26 年末調整説明会 １名〔かつらぎ町〕

平成27年度専科教育警防科第15期（～12/11） 2名〔和歌山市〕

紀北地域ＭＣ協議会担当者会議 2名〔海南市〕

危険物運搬車両路上検査　

平成27年度第1回構成市町主管課長会議

和歌山県市町村総合事務組合担当者会議 1名〔和歌山市〕

6

平成27年秋季火災予防運動（～15日）

平成2７年度全国消防長会消防長研修会 消防長〔京都府京都市〕

11.

2

18

12

9

4

5

31

24

3

専科教育火災調査科第9期特別聴講 3名〔和歌山市〕 

平成27年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線整備推進協議会第4回総会 1名〔和歌山市〕

和歌山県ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ（小規模）症例検討会 7名〔橋本市〕

専科教育火災調査科第9期模擬家屋燃焼実験 3名〔和歌山市〕 

津波防災の日

平成27年度殉職警察職員・消防職団員・協力者合同慰霊祭 消防長他１名〔和歌山市〕

平成27年度ｸﾚｰﾑ対応研修（ﾍﾋﾞｰｸﾚｰﾑ編） 消防長〔和歌山市〕

平成27年度第3回かつらぎ町・九度山町・伊都消防防災担当者会議

平成27年度和歌山県消防長会救急部会勉強会（第1回） 1名〔和歌山市〕

11

平成27年度地方自治法研修 1名〔和歌山市〕

平成28年度当初予算案消防長査定

27. 10.

13
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25 平成27年度第9回救急体制推進委員会検証会（152回）

28 仕事納め式

各子供会年末夜警（～30日） 

26 年末火災特別警戒（～31日）

平成27年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線に係る説明会 消防長〔和歌山市〕

笠田東女性防火ｸﾗﾌﾞ年末夜警 2名〔かつらぎ町〕

平成27年度和歌山県消防長会救急部会勉強会(第2回） 2名〔和歌山市〕

平成27年度企業防災対策指導研修会 1名〔京都府京都市〕

平成27年度第2回伊都消防組合管理者会議

平成27年度和歌山県消防長会警防部会部隊指揮研修 2名〔和歌山市〕

21

24

平成27年度和歌山県消防長会火災調査研修会 3名〔和歌山市〕

10 専科教育警防科第15期公開訓練 3名〔和歌山市〕

1名〔和歌山市〕

16 平成27年度和歌山県消防救急ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線整備推進協議会第5回総会 2名〔和歌山市〕

第18回全国消防救助ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 1名〔東京都千代田区〕18

平成27年度高圧ｶﾞｽ保安法の許可・届出に関する説明会 1名〔大阪府大阪市〕

11 第35回伊都消防救急業務高度化委員会

平成27年度全国消防長会東近畿支部違反是正事例発表会 1名〔京都府京都市〕

15 女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画、推進計画の策定等に係る説明会

4 専科教育警防科第15期特別聴講 2名〔和歌山市〕

8 紀北地域ＭＣ協議会症例検討会 4名〔紀美野町〕

6 かつらぎ町消防団第3分団消防器具庫竣工式 消防長〔かつらぎ町〕

27. 12. 3

平成

平成27年消防職員安全衛生研修会(～4日） 1名〔大阪府大阪市〕

内 容年 月 日



平成 26年 3月

六 代  益　田 光　則 平成 26年 4月 ～ 現 在 に 至 る

 木　村 重　雄

③ 歴代管理者、議長、消防長
１．歴代管理者

氏 名

10月

昭和 58年 10月～

～

～

～

～

54年

58年

7年

8月昭和

昭和

平成

初 代

任 期 期 間

現 在 に 至 る

平成 15年 10月

平成 23年平成

平成

任 期 期 間

初 代  中　西 治 昭和 54年 7月 ～ 昭和 56年 5月

平成 7年 10月10月

10月

10月

11月

15年

23年

四 代

五 代

 溝　端 康　雄

 南 衞

 山　本 惠　章

 井　本 泰　造

二 代

三 代

十二代

十三代

十四代

十五代

十六代

七 代

八 代

九 代

十 代

十一代

二 代

三 代

四 代

五 代

六 代

２．歴代議長

氏 名

元年 5月 ～

 三　井 光　則 昭和 62年 6月

～ 昭和 58年 4月

 曽　和 之　男 昭和 58年 5月 ～ 昭和 62年 4月

 植　阪 武 昭和 56年 6月

～ 平成 元年 5月

 田　中 繁　一

6月

～ 平成 5年 5月

 池ノ内 正　光 平成 5年 5月 ～ 平成 7年 4月

 井　上 一二三 平成 3年 5月

7年

平成

～

 上垣内 裕　一 平成 15年 5月 ～ 平成 17年 5月

 橋　川 龍　雄 平成 11年 6月

～ 平成 9年 5月

 氏　岡 博 平成 9年 6月 ～ 平成 11年 4月

 大　西 利　夫 平成

6月

～ 平成 18年 2月

 上　田 順　康 平成 18年 5月 ～ 平成 19年 4月

 中　谷 晉 平成 17年 5月

～ 平成 25年 6月

平成 3年 4月

平成 15年 4月

平成 23年 5月

 井　上 勝　彦 平成 23年 6月

～ 平成 21年 4月

 中　西 峰　雄 平成 21年 7月 ～

 中　上 良　隆 平成 19年

３．歴代消防長

氏 名 任 期 期 間

初 代  田　村 惠　一 昭和 54年 11月 ～ 平成 元年 1月

十七代  石　橋 英　和 平成 25年 6月 ～

十八代  中　本 正　人 平成 27年 6月 ～ 現 在 に 至 る

平成 27年 6月

17年 3月三 代  赤　井 英　之 平成 10年

2月 ～ 平成 10年 3月二 代  溝　端 邦　也 平成 元年
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4月 ～五 代  山　高 國　央 平成 18年

4月 ～ 平成 18年 3月四 代  薄　井 茂　裕 平成 17年

4月 ～ 平成



伊都消防組合消防本部・署の所在地

和歌山県伊都郡かつらぎ町大字妙寺126番地12

敷地面積　　3,720.840平方メートル

かつらぎ町
橋本市

高野口町区域
九度山町 合　　　計

④ 管内状況　（平成27年12月末現在)

（署長兼務）

　　　  　  地域別
　区　分

人 口

世 帯

面 積

⑤ 組織図　（平成27年12月末現在)

151.73㎢ 20.06㎢ 44.19㎢ 215.98㎢

7,267世帯 5,893世帯 1,915世帯 15,075世帯

18,004人 13,683人 4,700人 36,387人

救
急
隊

通
信
指
令
室
員

消
防
隊
兼
救
助
隊

救
急
隊

通
信
指
令
室
員

8名 3名 2名

総
務
課

予
防
課

警
防
課第１班 第２班 第３班

消防署(39名)

署　長 　
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公平委員 監査委員 組合議会

2名

伊都消防組合

管 理 者

副 管 理 者

会計管理者

消防本部(17名)

消防長

次　長

8名 3名 2名 8名 3名

4名 5名 6名

消
防
隊
兼
救
助
隊

救
急
隊

通
信
指
令
室
員

消
防
隊
兼
救
助
隊



１．総務課

総

務

係

消防の総合的企画に関すること

公印の管守に関すること

文書、収受、発送に関すること

条例、規則、規程等の制定に関すること

⑥ 事務分掌（消防本部）

２．予防課

予

防

係

火災予防対策及び予防広報に関すること 違反防火対象物の処理に関すること

防火管理者に関すること 建築許可等の同意に関すること

火災予防条例の規制に関すること

経

理

係

予算及び決算に関すること 庁舎管理に関すること

物品の出納保全に関すること 被服その他給貸与品に関すること

消防施設整備事業に関すること 消防手数料に関すること

職員の人事、給与、教養、勤務、規律に関
すること

公告式に関すること

議会事務及び諸会議に関すること

消防統計、広報及び渉外に関すること

職員の安全、衛生、健康管理に関すること

その他、他の課及び他の係の所管に属さな
い事項

消防団との連絡に関すること その他警防に関すること
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３．警防課

警

防

係

災害の警戒、防ぎょ並びにその計画訓練に
関すること

消防施設、機械器具の整備及び保管に関
すること

都市開発業務に関すること 火災原因調査に関すること

応援協定に関すること 救急・救助業務に関すること

消防用設備等の規制及び指導に関すること

予防査察及び防火訓練に関すること
その他予防業務及び他の係の所管に属さ
ない事項

危
険
物
係

危険物の規制に関すること
液化石油ガス、高圧ガス等の規制に関する
こと

危険物の保安に関すること その他危険物業務に関すること

火災予防条例の規制に関すること



⑦ 事務分掌（消防署）

警

防

係

救助業務に関すること 被災証明に関すること

火災の原因調査及び報告に関すること
消防車両、機械器具及び通信施設の管理
並びに運用に関すること

火災調査技術の指導に関すること

予

防

係

火災予防対策及び予防広報に関すること
圧縮アセチレンガス等の貯蔵等の届出に関
すること

予防査察及び防火訓練に関すること その他予防業務に関すること

火災予防条例の規制に関すること

庶

務

係

職員の諸手当、勤務、規律に関すること 車両共済に関すること

職員の安全、保健に関すること 物品の管理に関すること

文書の収受、発送に関すること その他、他の係の所管に属さない事項

救急隊員の訓練指導に関すること

通
信
指
令
係

通信指令業務に関すること 通信施設の管理及び運用に関すること

救

急

係

救急資器材の管理に関すること 応急手当普及啓発活動に関すること

救急関係の各種証明に関すること 住民の救急相談及び指導に関すること

救急の高度化に関すること その他、救急業務に関すること

消

防

係

火災の防ぎょに関すること
気象及び災害情報の収集並びに伝達に関
すること

消防地理及び水利に関すること 防火の集いに関すること

警防計画に関すること 消防訓練に関すること

身体弱者等の把握及び指導に関すること
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1 分担金及び負担金

か つ ら ぎ 町

橋 本 市

九 度 山 町

508,984

235,289

186,266

⑧ 予算の概況（平成27年度）

区　　　　　　分 予 算 額 前年度当初

486,800

224,629

179,379

比　較

22,184

10,660

6,887

（歳入） （単位：千円）

4

財 産 収 入 50 49 13

2 使用料及び手数料 485 849 △ 364

87,429 82,792

△42.88％

2.05％

△55.79％

△97.37％

4,637

繰 越 金 4,200 9,500 △ 5,300

7,702

4 繰 入 金

諸 収 入 203

96,900 54,2006

△ 7,499

42,700

5

組 合 債

0.01％

0.69％

0.03％

15.86％

割　合

83.33％

38.52％

30.49％

14.31％

増減率

4.56％

4.75％

3.84％

5.61％

613,800 559,100 54,700 9.79％

78.79％

0.08％

2,978 0 2,978 皆増 0.49％

3 消 防 費

監 査 委 員 費

32

区　　　　　　分

53,702 338 0.63％

0％

10.5％

1,962 127 6.48％

予 算 額 前年度当初

100.00％

33 33

財 産 管 理 費

公平委員会費

2,515 1,905 610 32.03％ 0.41％

一 般 管 理 費

0

2 総 務 費

444

歳 入 合 計

444 0 0.07％

54,040

1 議 会 費

51,732 △ 272 △0.53％ 8.38％

613,800 559,100 54,700 9.79％ 100.00％

5 予 備 費

3,142 3,908 △ 766 △19.61％ 0.51％

2,089

4 公 債 費

常 備 消 防 費

消 防 施 設 費

547,796 495,773 52,023

比　較 増減率 割　合

（歳出） （単位：千円）

0.34％

89.25％

6,289 3,311 2,978 89.95％ 1.03％

0.01％

554,085 499,084 55,001 11.03％ 90.27％

8.80％

51,460

32 0 0％ 0.01％

歳 出 合 計
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（単位：千円）消防予算の推移（5年間）

予 算 496,000 598,700 621,400 559,100

平成27年度

613,800

年 度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

⑨



圧縮空気充填施設

防 災 セ ン タ ー

建 築 年 月 日

昭和39年8月
昭和55年4月購入
　（改 造）
平成24年2月
　（耐震工事）

昭和55年9月17日
平成24年2月
　（耐震工事）

平成2年3月31日

昭和62年11月30日

昭和56年10月14日

昭和56年10月14日

平成元年11月30日

平成7年5月31日

平成10年2月19日

消 防 備 品 庫 プレハブ平屋建

プレハブ平屋建

平成3年3月30日

平成12年4月１日
　（竣 工）

本

庁

舎

⑩ 消防庁舎の現状（構造・規模）

庁 舎

車 庫

増 築 庁 舎

4.96㎡

5.81㎡

7.83㎡

13.59㎡

構 造

鉄筋コンクリート造
２階建

鉄骨造平屋建

鉄骨造２階建

コンクリートブロック造
平屋建

訓 練 塔 Ａ

訓 練 塔 Ｂ

ポ ン プ 小 屋

予 防 備 品 庫

災 害 備 蓄 庫

コンクリートブロック造
平屋建

鉄骨造２階建

鉄骨造５階建

鉄骨造４階建
（１階一部倉庫）

区 分 建築面積

169.92㎡

398.43㎡

168.17㎡

8.92㎡

5.23㎡

302.61㎡

18.00㎡

31.26㎡

鉄骨造平屋建

プレハブ平屋建

そ

の

他

の

施

設

少 量 危 険 物 倉 庫

― 24 ―

平成25年11月26日

※ 建築面積合計

※ 延べ面積

※ 敷地面積

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

1,689.584㎡

3,720.840㎡

1,053.280㎡ （その他の施設除く）・・・・・・・



⑪ 消防相互応援協定の状況

応 援 協 定 名 協 定 区 域 制 定 年 月 日

― 25 ―

高野龍神国定公園における
消防相互応援協定

田辺・かつらぎ町・高野町・有田川町・
五條市・野迫川村・十津川村・伊都消防
組合

平成23年7月1日

高野町と伊都消防組合とに
おける国道371号上での災
害活動に関する協定

高野町・伊都消防組合 平成17年9月6日

和歌山県下消防広域相互
応援協定

和歌山県内における自動車
電話・携帯電話からの119番
通報接続に関する協定

県下市町村及び県下消防組合

県下協定市町村及び県下消防組合

平成25年9月2日

平成18年3月1日

和歌山県防災ヘリコプター
応援協定

紀美野町
かつらぎ町
伊都消防組合
消防相互応援協定

紀美野町・かつらぎ町
伊都消防組合

和歌山県並びに県下市町村及び県下
消防組合

平成24年12月13日

平成8年2月22日

那賀消防組合
伊都消防組合
消防相互応援協定

和泉市
伊都消防組合
消防相互応援協定

那賀消防組合・伊都消防組合

和泉市・伊都消防組合

平成18年4月1日

昭和56年6月26日

阪和林野火災
消防相互応援協定

橋本市・伊都郡
消防相互応援協定

岸和田市・貝塚市・泉佐野市
河内長野市・和泉市・泉南市
阪南市・岬町・並びに和歌山市
橋本市・岩出市・紀の川市
かつらぎ町・泉州南消防組合
那賀消防組合・伊都消防組合

橋本市・かつらぎ町・九度山町
高野町・伊都消防組合

平成25年4月1日

平成18年3月1日
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消

防

本

部

⑫ 職員の階級別職員数と配置状況　（平成27年12月末現在)

警 防 課

小 計

署 長

班 長

庶 務 係

予 防 係

警 防 係

消 防 係

3

9 56

合

計

1 1

消 防 吏 員

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

22 9

救 急 係

通 信 指 令 係

3 3

33

消

防

署

署 第 １ 班

署 第 ２ 班

署 第 ３ 班

小 計 9

7

1 8 27 11

　　　　　　　　　　　　　　階　級　別

　所　属　別

実 数

消 防 長

次 長

総 務 課

予 防 課 1 5

2 2 2 6

1

2 2 4

3 1

1

3

1 17

１（兼）

3

1 8 5 2

6

5 11

3 3

3

4 3 7

3

3

6

8 39

3 13

8 3 2 13

8 39

7 3 3 13

22

3

隊

の

編

成

小 計



⑬ 職員の階級別年齢状況　（平成27年12月末現在)

～
～

～
～

～ 3 1 1
11 7
8

構
成
率

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

1

21歳 23歳

～
～

30歳 32歳
27歳 29歳

～
～

36歳 38歳
33歳 35歳

～
～

44歳
39歳 41歳

⑭ 職員の階級別勤続年数状況　（平成27年12月末現在)

　　　　　　　　　階　級　別

　所　属　別

合
　
計

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

合
　
計

　　　　　　　　　階　級　別

　所　属　別

60歳以上

合 計

57歳 59歳
54歳 56歳
51歳 53歳
48歳 50歳
45歳 47歳
42歳

～

平 均 年 齢

18歳 20歳

～
～

24歳 26歳

～

～
～

～
～

消
防
士

構
成
率

～ 11 1
37 年 以 上

19.6%
11 1 10 19.6%

7 3

2 年 以 下
合 計
平均勤続年数

21年 22年
19年 20年
17年 18年
15年 16年
13年

～
～

5年 6年
3年 4年

～
～

9年 10年
7年 8年

～
～

14年
11年 12年

～
～
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35年 36年
33年 34年
31年 32年
29年 30年
27年 28年
25年 26年
23年 24年

～
～

～
1.8%1 1

12.5%
3 3 5.4%
7 7

8.9%
8 8 14.3%
5 5

1 1 1.8%

4
3 3 5.4%

5.4%

9
22.4 35.0 34.9 28.1 19.9 3.8
56 1 8 27 11

4 7.1%
2 2 3.6%

14.3%
1 1 1.8%

8
4 19.6%

14.3%
7 7 12.5%
8 4 4

8.9%
4 4 7.1%
5 5

1 1.8%
5 5 8.9%
1
1 1 1.8%

9
44.1 58.0 55.6 48.4 39.7 24.6
56 1 8 27 11
2 2 3.6%



4 13

12
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23 9 7 40

1 1 2

2 24 9 7 42

1

衛生管理者

小型船舶２級操縦士

潜水士

スキューバ初級認定者 8 25 9 43

8 4救急救命士

1 1

1

1 1 2

3 6

1 1

1 1

1 1 2

2 1 3

2 2

1 1 2

1 8 27 11 5 52

2 4 6

1 2 3

4 4

2 2

1 1

2 1 3

3 3

4 4

玉掛技能者

2 2

3

2 3 1 6

1 4 11 4 1 21

3 4 3 2 12

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

合
　
計

　　　　　　　　　　　　　　階　級　別

　所　属　別

特定化学物質等作業主任者

小型移動式ｸﾚｰﾝ運転技能者

フォークリフト運転士

足場の組立て等作業主任者

可搬消防ポンプ整備資格者

車両系建設機械技能者

アーク溶接特別教育

6

8 27 11 9 56

3

7 7

1 1 2 4

1

36

普通自動二輪

大型自動二輪

第二級陸上特殊無線技士

危険物取扱者（乙）

1

危険物取扱者（丙）

消防設備士（乙６類）

消防設備点検資格者（Ⅰ）

消防設備点検資格者（Ⅱ）

防火管理者

特殊建築物等調査資格者

ガス溶接技能講習

高圧ガス製造保安責任者

酸欠危険作業主任者

高所作業車運転技能

⑮

自

動

車

運

転

免

許

8 26 10 2 47

5 17 8

中型自動車（８tまでに限る）

普通自動車

中型自動車

大型自動車

大型特殊自動車

けん引

小型特殊

職員の階級別各種免許資格取得状況　（平成27年12月末現在)



4 3 4

1

2

1 2

1

1

近畿救急隊員部会

救急・災害医療研修

火災原因調査技術会議

火災調査研究会/セミナー

和

歌

山

県

消

防

学

校

2 2

1 1 1 1

3 1

2

1 1 2

2

2 2

22

1 4

1

2

2

平成27年

全国救急隊員シンポジウム

1

幹部教育初級幹部科

幹部教育中級幹部科

幹部教育上級幹部科

1

救急救命士

日本臨床救急医学会総会

専科教育救急科

1

1

3

1

2

全国救助隊員シンポジウム

専科教育予防査察科

専科教育火災調査課程

専科教育特殊災害科

1

2

1

1

2

2
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2 1 2 1

3 3 2 2

29 31 30 29 30

1 1 1

1

そ

の

他

1 1

合　　　　　　　　　　計

1

1

4 5

2 2

1

22

1 1

2

2

平成24年 平成25年

1

1 1 1

1

1

4

1

火災科学研究会

違反是正事例研修会

特別巡回講習会

業務別研修会

上級幹部科

救助科

11

1

　
　
　
　
東
近
畿
支
部

　
全
国
消
防
長
会

　
長
会

県
消
防

 
大
学
校

消
防

3

1

特別教育救急救命士気管挿管

予防業務研究会

警防業務研究会

救急業務研究会

消防研究会

火災調査講習会

初任教育

専科教育救助科

専科教育警防科

平成26年

2 2

2

1

⑯ 職員の教養状況（5年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　別
　区　　　分

平成23年



中部保育所 76人

四郷保育所 19人

3日

14日

1月 16日

1月 25日

1月

妙寺保育所 123人

寿精密

2月 12日

2月 19日

3月 24日

5月 12日

68人

10月 6日 築野食品工業 130人

12月 3日 大谷小学校 106人

41人

和歌山県農業大学校

5月 13日

5月 19日

391

1 27 1 27

13 368 23

障害者就労支援施設スズラン 22人

1

1632 860 439 10

477

2,491

4 409 428 4 273 12 1,1104

920 1,639 669

2

614 901 684 2

⑰ 各種訓練指導等集計表

月 日市 町 別

九度山町 合　　　計
高野口町

回数 参集人員 参集人員 回数 参集人員 回数 参集人員回数

かつらぎ町
橋本市

183

1,550

5 316 33 1 35 7 384

3 20 2,2024

915 302 1

幼 年 消 防 ク ラ ブ

少年消防クラブ・子供会

庁 舎 見 学 12

そ の 他

155

446

982

14 183 263

22 1,740

16 188 45 18 233

2月 5日

　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分

防 火 対 象 物 訓 練

防 火 訓 練

防 災 講 習 会

普 通 救 命 講 習

救 命 入 門 コ ー ス

救 急 訓 練

消 防 団 訓 練 指 導

婦 人 防 火 ク ラ ブ

25

2 32 43 1 23 5

251 58

4

4

33

5

参集人員

791

13 1,649 550 3

11,463

☆各種訓練指導等集計表（詳細）
（防火対象物訓練）

防 火 対 象 物 名

1月

5人

丁ノ町保育所 149人

笠田小学校 283人

特別養護老人ホーム第2愛光園 10人

丹生都比売神社 24人

渋田小学校・幼稚園 112人

妙寺保育所 130人

チャペルクリスマス

129 7,049 55 3,479合 計 26 935 210

27日

渋田保育所 69人

中飯降保育所 40人
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6月 10日

6月 12日

6月 16日 笠田保育所 63人

9月 18日 紀北分院 38人

6月 4日

5月 22日

6月

丁ノ町保育所 131人

かつらぎ町



橋本市
高野口町

九度山町

11月 26日 九度山地区住民・九度山中学校 102人

かつらぎ町

2月 13日 名古曽地区住民 23人橋本市高野口町

12月 1日 梁瀬小学校 12人

10月 18日 ベルビュー橋本西住民 89人

11月 22日 下中地区住民 48人

7日 母子生活支援施設わかくさ 24人

市 町 別

11月 5日 紀北農芸高等高校（防災スクール） 341人

月 日 地 域 ・ 団 体 名 等 参集人員

10月
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30日 かつらぎ町東渋田婦人会 10人

市 町 別 月 日 地 域 ・ 団 体 名 等 参集人員

11月 29日 大野15区自治会自主防災会

26日 介護予防サロン（サロン仲よし会） 17人

10月

12人

7月 8日

2月 1日 山崎地区住民 30人

5月 27日 四郷地区高齢者学級

12月 6日 南名古曽自治区防災会 254人

2月 14日 九度山町住民 102人

6月

（防災講習会）

14日 旭地区住民 45人

11月

九度山保育所 58人

11月 7日 母子生活支援施設わかくさ 24人

7月 1日 児童デイサービスこまどり 14人

11月 11日 オートバックス橋本高野口 7人

1月 18日 慈尊院 58人

妙寺小学校 355人

（防火訓練）

37人

九度山町

かつらぎ町

78人

5月 11日 紀北自動車学校 20人

（防火対象物訓練）

2月 25日

橋本市
高野口町

市 町 別 月 日 防 火 対 象 物 名 参集人員

応其こども園 152人

1月 25日 高野口小学校 120人

3月 12日 悠久の杜

6月 2日 香久の実保育園 128人

6月 9日 高野口こども園 132人

6月 18日

ニチイケアセンター 18人

6月 11日 九度山幼稚園 43人

6月 11日



（普通救命講習）
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1月 19日 伊都高等高校 34人

9月 25日 笠田ふるさと交流館 34人

10月 7日 紀ノ川高等高校 45人

1月 19日 伊都高等高校 29人

かつらぎ町

橋本市
高野口町

7月 27日 富士警備保障 6人

4人

7月 1日 妙寺小学校・幼稚園 27人

1月 20日 伊都高等高校 28人

1月 20日 伊都高等高校 31人

6月 19日 梁瀬小学校 8人

6月 22日 笠田小学校・幼稚園 22人

6月 24日 笠田中学校 59人

7月 15日 かつらぎ町・九度山町学童保育 12人

聖心幼稚園

8月 6日 関西電力 6人

6月 24日 大谷小学校 24人

6月 29日 富士警備保障

2月 22日 紀北総合警備 27人

2月 24日 紀伊高原ゴルフクラブ

2月 25日 紀伊高原ゴルフクラブ 13人

5月 10日 高野参詣登山スタッフ 16人

6月 8日 かつらぎ町保育所職員 11人

6月 10日

紀北農芸高等高校 43人

70人

2月 15日 紀北総合警備

2月 17日 笠田高等高校 42人

2月 18日 笠田高等高校 42人

（救命入門コース）

市 町 別 月 日 地 域 ・ 団 体 名 等 参集人員

1月 12日 リーダー研修生 15人

2月 17日 紀北農芸高等高校・和歌山県農業大学校

かつらぎ町

28人

2月 16日 紀北農芸高等高校・和歌山県農業大学校 68人

2月

市 町 別 月 日 地 域 ・ 団 体 名 等 参集人員

17日 笠田高等高校 42人

9月 12日 救急週間に伴う一般公募 27人

15人

3月 11日 和歌山県農業大学校 26人

3月 15日 紀北総合警備 23人

4月 5日 リーダー研修生 19人

2月 26日 紀伊高原ゴルフクラブ 15人

2月 27日 よつ葉福祉会 12人

3月 8日 紀北総合警備 27人

17人

2月 18日 笠田高等高校 42人

2月 18日



11月 10日 妙寺小学校 12人

かつらぎ町

九度山町

かつらぎ町

九度山町

8月 27日 笠田高等高校 190人

11月 9日 妙寺小学校 14人

7月 13日 九度山町民プール 4人

10月 9日 介護予防サロン（サロンありんこ） 16人

11月 2日 九度山町地域福祉センター夢喜夢楽 37人

6月 28日 中古沢地区住民

西渋田地区住民

11月 1日 かつらぎ町消防団第5分団〔中継送水訓練〕 46人

4月 19日 かつらぎ町消防団第2分団〔礼式訓練・救命入門コース〕 27人

6日 かつらぎ町消防団新入団員〔礼式・ホース延長訓練〕 30人

市 町 別 月 日 地 域 ・ 団 体 名 等 参集人員

8月 6日 笠田高等高校 30人

4月 26日 かつらぎ町消防団第1分団〔礼式訓練・中継送水訓練〕 80人

6月

（消防団訓練指導）

市 町 別 月 日 団 体 名 等 参集人員

12月 4日 伊都高等高校・伊都中央高等高校 33人

11月 12日 九度山中学校 27人

70人

（救急訓練）

8月 4日 健康づくりリーダー養成講座 35人

12月 13日

61人

7月 8日 介護予防サークルえびす会 18人

1月 25日 高野山町石道語り部の会 12人

6月 7日 東地区自主防災会員 28人

6月 14日 九度山小学校 24人

21日 香久の実保育所 20人

6月 25日 デイサービスセンターえびす 32人

6月 29日 応其こども園 31人

6月 30日 高野口小学校 40人

6月 17日 河根中学校 24人

7月 24日 信太小学校 9人

9月 18日 悠久の杜 18人

11月

6月 15日 応其小学校 25人

（救命入門コース）

市 町 別 月 日 地 域 ・ 団 体 名 等 参集人員

6月 1日 高野口中学校 36人

5月 10日 ソフトボール指導者 8人

5月 24日 大野地区住民 25人

6月 4日 高野口中学校 36人

6月 5日 高野口中学校 37人

橋本市
高野口町

橋本市高野口町
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四郷保育所〔防火パレード〕 29人

6月 10日 渋田保育所〔防火映画〕 69人

5月 13日

渋田保育所〔防火パレード〕 74人

11月 6日

妙寺保育所〔防火映画〕 123人

6月 4日 丁ノ町保育所〔防火映画〕 131人

6月 12日 中飯降保育所〔防火映画〕 40人

（消防団訓練指導）

市 町 別 月 日 団 体 名 等 参集人員

橋本市高野口町 7月 5日 高野口方面隊〔中継送水訓練〕 263人

6月 16日 笠田保育所〔防火映画〕 63人

11月 4日 丁ノ町保育所〔防火パレード〕 66人

11月 5日

6月 11日 九度山幼稚園・保育所〔防火映画〕 101人

団 体 名 等 参集人員

5月 12日 中部保育所〔防火映画〕 76人

3月 27日 田原婦人防火クラブ〔防災講話・防火映画〕 21人

5月 15日 田原婦人防火クラブ〔防災講話・防火映画〕 22人

12月 1日 中古沢婦人防火クラブ〔救命入門コース〕 23人

四郷保育所〔防火映画〕 19人

5月 22日

大谷婦人防火クラブ〔防災講話・防火映画〕 16人

12月 22日 笠田東女性防火クラブ〔年末夜警〕 16人

市 町 別 月 日 団 体 名 等 参集人員

（婦人防火クラブ）

（幼年消防クラブ）

市 町 別 月 日

11月 4日 九度山幼稚園〔防火パレード〕 54人

11月 6日 妙寺保育所〔防火パレード〕 58人

11月 5日 香久の実保育園〔防火パレード〕 71人

11月 10日 応其こども園〔防火パレード〕 114人

11月 11日 高野口こども園〔防火パレード〕 87人

高野口こども園〔防火映画〕 132人

6月 18日 応其こども園〔防火映画〕 152人

11月 12日 笠田保育所〔防火パレード〕 60人

6月 2日 香久の実保育園〔防火映画〕 128人

6月 9日

11月 10日 中部保育所〔防火パレード〕 53人

11月 11日 中飯降保育所〔防火パレード〕 40人

4月 28日
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九度山町

かつらぎ町

九度山町

橋本市
高野口町

かつらぎ町

橋本市
高野口町



29人

10月 16日 妙寺小学校 54人

10月 22日 地域子育て支援センター

4月 28日 渋田小学校 30人

4月 28日 中部保育所 26人

10人

1月 21日 つくしんぼ園　 30人

5月 12日 香久の実保育園 42人

2月 2日 信太小学校 9人

4月 30日 大谷小学校 32人

9月 29日 妙寺・大谷・笠田幼稚園 18人

10月 2日 くまの子教室

4月 22日 妙寺保育所 50人

4月 24日 丁ノ町保育所 28人

12人

10月 23日 聖心幼稚園 26人

10月 30日 梁瀬小学校 12人

（庁舎見学）

77人

市 町 別 団 体 名 等 参集人員

11月 27日 笠田小学校 53人

12月 17日 中飯降保育所 20人

1月 20日 名古曽保育園 21人
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（少年消防クラブ・子供会）

広野子供会〔年末夜警〕 9人

12月

市 町 別 月 日 団 体 名 等 参集人員

かつらぎ町

12月 26日 三谷子供会（東明会）〔年末夜警〕 5人

12月 27日 三谷子供会（あすなろ会）〔年末夜警〕 10人

12月 27日 教良寺子供会〔年末夜警〕 19人

12月 27日 広野子供会〔年末夜警〕 9人

12月 28日 兄井子供会〔年末夜警〕 17人

12月 28日 寺尾子供会（むくの木会）〔年末夜警〕 9人

12月 28日

28日 妙寺4供会〔年末夜警〕 10人

12月 29日 兄井子供会〔年末夜警〕 17人

12月 29日 山崎子供会〔年末夜警〕 16人

12月 29日 三谷子供会（あけぼの会）〔年末夜警〕 7人

12月 29日 広野子供会〔年末夜警〕 9人

22人

橋本市
高野口町

渋田保育所

12月 30日 広野子供会〔年末夜警〕 9人

12月 30日 妙寺4供会〔年末夜警〕 10人

12月 26日 すばる子供会〔年末夜警〕 30人

12月 28日 いちご子供会〔年末夜警〕 15人

10月 3日 和歌山第18団ボーイスカウト隊

かつらぎ町

1月 16日

月 日

橋本市
高野口町

12月 29日 妙寺4供会〔年末夜警〕 10人

12月 30日 西飯降子供会〔年末夜警〕



橋本市
高野口町

九度山町 5月 13日 九度山保育所 12人

（庁舎見学）

市 町 別 月 日

5月 13日 応其こども園 38人

9月 17日 信太小学校 8人

11月 18日 高野口小学校 55人

11月 20日

団 体 名 等 参集人員

10月 29日 高野口中学校職場体験学習 6人

10月 30日 高野口中学校職場体験学習 6人

10月 28日 高野口中学校職場体験学習 6人

笠田中学校職場体験学習 2人10月 30日

5月 19日 かつらぎ町役場新規採用職員研修 9人

10月 28日 笠田高等学校就業体験学習 5人

10月 28日 笠田中学校職場体験学習 2人
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妙寺中学校職場体験学習 5人

10月 29日 笠田高等学校就業体験学習

10月 29日 笠田中学校職場体験学習 2人

10月 29日 妙寺中学校職場体験学習 5人

5人

九度山町

応其こども園 40人

9月 16日 応其小学校 59人

10月 11日 第10回歩行者天国 532人

10月 30日 妙寺中学校職場体験学習 5人

11月 21日 かつらぎ産業まつり 517人

11月 22日 かつらぎ産業まつり 683人

10月 28日

市 町 別 月 日 団 体 名 等 参集人員

11月 13日

九度山中学校職場体験学習

九度山中学校職場体験学習

九度山中学校職場体験学習

1人

1人

1人

橋本市
高野口町

（その他）

2月 21日 かつらぎ町ボランティア祭り 400人

5月 18日 かつらぎ町役場新規採用職員研修 9人

かつらぎ町

11月 11日

11月 12日



消　　防　　施　　設

防災・減災の為には起こる前の「そなえ」が大切です。 

その「そなえ」に対して当消防本部においても防災センターの設置、耐震補

強、通信指令システムの充実、また、災害対応特殊緊急自動車や専用機材

の導入を進めて参りました。 

しかしながら、いつ発生してもおかしくない東海・東南海・南海にわたる南海

トラフ地震、関東地域直下の地震など大規模災害発生のおそれが切迫感をも

って取り上げられています。 

  また、近年多発するテロ事件等の特殊な災害事象も我々の日常生活と無

縁のものではなくなりつつあります。 

  これらに対して、国民の消防行政に対する関心や期待が高まりを見せ、新

しいしっかりとした消防体制構築のため、私どもの消防施設を最大限に活用し

対応能力の充実強化を図ると共に、日々住民の安心・安全の為に積極的に

資するよう努めていく所存です。 

 
 

  

 

平成２８年４月１日から、伊都消防本部・橋本市消防本部・高野

町消防本部の３消防本部で消防指令業務を共同運用します。 



ＮＴＴ１１９
回　線

ＩＰ１１９
回　線

携帯１１９
回　線

音声合成装置

指令制御装置（Ⅰ型）

自動出動装置

地図等検索装置

新発信地表示装置

気象情報
収集装置

職員順次指令装置

FAXによる１１９
回　線

全国共通波1

全国共通波2

全国共通波３

相互防災波

ｅメール１１９
回　線

148.75MHz

154.15MHz

158.35MHz
緊急通報
受信装置

指令伝送送信装置

災害状況等
自動案内装置

指令伝送出力装置

① 消防緊急通信指令装置系統図

149.73MHz

146.80MHz

148.21MHz

150.73MHz
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147.80MHz

無線統制台

消防波

救急波（本部）

救急波（救急車）

県内共通波

支援情報
検索処理装置



13 1

5
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148.75

全国共通波１

全国共通波２

ADSL

ISDN

ISDN

専用回線

専用回線

ISDN

ISDN

ひかり

ISDN

一般加入回線

官公庁・消防専用連絡

消防専用遠隔制御

IP等119回線

携帯119直接回線

事務用インターネット

指令室業務用

衛星バックアップ

緊急通報12 2

3

66

4

201011１０W　

農協有線

発信アナログ・受信ISDN

かつらぎ町

10 8

11 1 着信専用

8

9 2

2

6

7

5

21

38

110

九度山町

6

4

11

21

消　　　　防　　　　団

273824

高野口町
かつらぎ町

  本 部署 橋本市

移動局
146.80

救急波

（本部）

22１０W　基地局
(MHz)

149.73消防波

合　      計
154.15

158.35

全国共通波３

相互防災波

5５W　携　帯
142.80

148.21

（救急車）

県内共通波

合 　計

4

47

２．有線電話

1

2

119報知回線

救急医療情報システム

ファクシミリ

ISDN

出　力
　　区分

局別
周　　波　　数

1206１W　携　帯
150.73

3

1

6

4

2

2

１．無線電話

回 線 数 局 線 数種　　　　　　　　   　　別 備　　　　　　　　考

② 通信施設の現況
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タンク車 化学車

回数
走行
距離
（㎞）

82

552

250

45

872

1,859

3,779

 放水時間

9 75 6:52

2

13 60

34 79

2 81

233 622

293 938

1:30

21

　　　　 　車両名

 種　別

火 災

救 急

救 助

支 援

訓 練

地 水 利 調 査

広 報

そ の 他

合 計

回数

災害対応特殊消防ポンプ車

 放水時間

0:28

12:19

走行
距離
（㎞）

119

21:22

13:0039

4

24

305

461

0:20

13:07 0:41

DAA-ZVW30

T-WFR12FV 改

ﾄﾖﾀｶﾙﾃﾞｨﾅ

ﾄﾖﾀﾌﾟﾘｳｽ

ｲｽｽﾞﾌｧｰｺﾞ

16 268 0:13

19 275

④ 機関運用状況

12

11

66

いとしょう９

いとしょう９１

いとしょう２０１

いとしょう１

Ａ-2

Ａ-2

Ａ-2

Ｂ-3

H.13

公用車

GD-HH6

V-HA4

CBF-TRH226S

3 7 0:28

回数
走行
距離
（㎞）

 放水時間

ﾄﾖﾀﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

ﾄﾖﾀﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

CBF-TRH226S

TC-VCH38S

SDG-GX7JGAA 改

E-ST190G

防火号

H.24

日野レンジャー

ﾄﾖﾀﾊｲﾗｯｸｽ

タンク車

搬送車

化学車

予防査察車

可搬積載車

高規格救急車8

災害対応特殊救急車9

救助工作車

公用車

H.24

H.10

S.57

H.11

H.20

H.24

H.15

H.26

H.5

U-NHS69EA 改

K-SDR370 改

車　  　 名

KC-FRR33G4V 改

GF-RZN185W

TKG-XZU685M日野デュトロ

ｲｽｽﾞﾌｫﾜｰﾄﾞL210

ｲｽｽﾞｴﾙﾌ1.25

ｲｽｽﾞﾌｫﾜｰﾄﾞⅢ

ﾎﾝﾀﾞｱｸﾃｨﾊﾞﾝ

ﾎﾝﾀﾞｱｸﾃｨ

ﾄﾖﾀﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

消防車両等の保有現況

H.11

いとしょう２

いとしょう３

いとしょう４

いとしょう５

いとしょう６

いとしょう７

いとしょう８

種　    別

消

防

本

部

・

署

救急予備車201

指令車

災害対応特殊消防
ポンプ車

H.７

H.7

③

無線局名称形　   　　式 年式 級別
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回　数

41

1,682

44

149

125

72

59

2,196

4,368合 計 193 3,321

そ の 他 188 2,983

2,718

32,740

広 報

地 水 利 調 査 4 329

517

2,122

訓 練

支 援

580

1,490

救 助

救 急

457

39,620

火 災 1 9

385 11,438

　　　　 　車両名

 種　別

防火号

回数
走行
距離
（㎞）

走行距離
（㎞）

合 計 375 8,529 1,336 30,193 62 1,324 433 10,520

そ の 他 23 128 35 149 10 29 428 10,262 385 11,438

広 報

地 水 利 調 査 5 258

訓 練 6 14 7 15 3 10

支 援

救 助 6 59

97 2,150 240 845

258 3,173

359 5,579

救 急 339 8,306 1,294 30,029 49 1,285

火 災 1 22

回数
走行
距離
（㎞）

指令車 搬送車 予防査察車 可搬積載車 救助工作車

2 54 17 184

2 17 1 10

24

12

0

3 68

65 839

3 10

18 728

10 726

　　　　 　車両名

 種　別

火 災

救 急

救 助

支 援

訓 練

走行
距離
（㎞）

57

回数

6

2

1

1

1

52

3 112

5 13

39 431

回数
走行
距離
（㎞）

2 35

4

95

回数
走行
距離
（㎞）

5 66

回数
走行
距離
（㎞）

回数
走行
距離
（㎞）

5 74

119

回数
走行
距離
（㎞）

回数
走行
距離
（㎞）

27 336

80,244

合　　　　　計

63

563

731 52 622

　　　　 　車両名

 種　別

高規格救急車8 災害対応特殊救急車9 救急予備車 公用車(ｶﾙﾃﾞｨﾅ)

広 報

そ の 他

合 計

21 911 1 33

公用車(ﾌﾟﾘｳｽ)

回数
走行
距離
（㎞）

回数
走行
距離
（㎞）

197 499

地 水 利 調 査 40 758



担架　（バスケット担架　2　・　RS担架　1　・　タイタン　1　・　スケッド<フル、ハーフ>各１）

　　　　　区　　分

　市 町 別

かつらぎ町

橋本市
高野口町

九度山町

合　　　　計
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1 バッテリー式コンビツール

数量

2

6

防火用具セット 5

2

エアーソー　（大・小） 各１

ストライカー一式 2

救命胴衣 16

ガス検知器 2

車両固定用ブロック一式 1

船外機 1

ハンマードリル 1

ドアオープナー 1 ペダルカッター 1

送排風機 1

エアーバッグセイフティー 1

ロープレスキュー資器材一式 1

1

アセチレンガス切断機一式 1

エンジンカッター 3 レシプロソー

チルホール 1

B火災用泡原液

10

防火用サルベージシート

7

三連梯子 3

1,260ℓ 180ℓ

かぎ付き梯子

携帯警報器

数量

eノズルフォルダ 2

フォーレスター一式 1

ジェットシューター 5 チェーンソー 2

１．消火作業器具

数量器 具 名器 具 名 数量

管槍 （展開式噴霧ノズル・エコファイターノズル・クアドラフォグノズル・TG管槍（50㎜）・高発泡管槍・プロジェットガン等） 31

簡易水槽（500ℓ・400ℓ） 各1放水銃座 2

ホース（65㎜） 149 ホース（50㎜）

1

5

30

1

1

大型油圧式スプレッダー

1

サーバイバースリング

数量 器 具 名

大型油圧式カッター 1

ＥＣ工具セット

縛帯

器 具 名

87 ホース（40㎜） 15

鉄蓋ジャッキ

1

ワークマントライポッド

2

クリッパー

1 大型油圧式ラムシリンダー 1

油圧パワーユニット 2

２．救助用器具

器 具 名

投光機

可搬式小型ポンプ（B-Ⅲ）

エアーマイティ一式

耐電装備一式

大型油圧式ハンドポンプ

CAFS用泡原液

1

空気呼吸器 11 空気ボンベ（8ℓ・6.8ℓ・4.7ℓ） 44

2

ホースバック

1 可搬式小型ポンプ（D-Ⅱ）

1

数量 器 具 名

35

258

防 火 水 槽 消 火 栓

救命ゴムボート 1

救命浮環

1

3 救命索発射銃

1,839

788

768

137

⑥ 消防用機械器具・救急用器具保有状況

その他

3

1

4

４０  ㎥未満

43

23

10

76

１５０㎜
～
４００㎜

109

121

48

278

５０㎜
～
１２５㎜

411

536

183

1,130

プール

10

2

4

16

その他

75

2

77

⑤ 管内消防水利の状況

合　計４０㎥
以上
100㎥

283

86
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バックボード

実体顕微鏡 1

1 デジタルカメラ 5 ビデオ一式 2

1 バッテリー充電器 1

自動式心肺蘇生器（ＨＬＲ） 患者監視装置

携帯用12誘導心電計 カプノチェック

自動体外式除細動器 輸液ポンプ

衛星電話一式

4 5

4 5

聴診器 アネロイド式ウォール型血圧計

アネロイド式ポケット型血圧計 マギール鉗子（大）

マギール鉗子（小）

1

3 6

5

30

ガレージジャッキ 1

発電機 8

1

1 トランシーバー 2 空気充填コンプレッサー 1

17

1

背負い

3 1

1

手動式人工呼吸器（小児用） 手動式人工呼吸器（成人用）

手動式人工呼吸器（新生児用） 自動式人工呼吸器

流量計付加湿酸素吸入装置 酸素ボンベ（１０㍑）

4

4

3

13

ノコギリ 10 防塵マスク 5 防塵メガネ 50

３．災害用器具

器 具 名 数量 器 具 名 数量 器 具 名 数量

スコップ 15 バール 10

器 具 名 数量 器 具 名 数量 器 具 名 数量

3

11

2

４．救急用器具

数量 数量器 具 名

1

13

器 具 名

つるはし 8

手おの 3

土のう袋 1,400

杭 200

災害活動用バック

エアテント

13

1

アルミ製簡易ベッド

バルーン投光器

6

1

簡易担架

バッテリー式LED投光器 1

15

3

酸素ボンベ（２㍑）

3

28

3

電池式吸引器

携帯用小型熱画像カメラ

原因調査用具一式

ハンドマイク

交流アーク溶接機

消火チャレンジャー

1 体力測定用器具一式

防塵・防水・耐衝撃ノートパソコン一式

掛矢 7 ハンマー（大） 10

斧 10 じょれん

煙体験ハウス

インパクトレンチ一式

訓練用消火器

1

1

1 スモークマシーン

1

KTC工具一式 1

喉頭鏡

3

車載ＦＡＸ

1

10

コンパス測量器一式

全身ギブス

2

1

コンプレッサー

ネックカラー（成人･小児用）

５．その他

静水圧計



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

火薬類取締法関係

火薬類の譲受、譲渡及び消費における指導、許可等

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法関係

○ 火災予防対策

文化財防火デーに伴う火災予防運動

春季及び秋季火災予防運動の実施

伊都消防組合防火ポスター及び防火標語の募集

住宅用火災警報器の普及啓発及び指導

一人暮らし高齢者宅への防火訪問実施

多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導

防火対象物等の把握及び指導

小規模社会福祉施設等へのスプリンクラー設備等の設置指導

特定防火対象物の違反是正指導及び消防訓練の実施指導

個室型店舗等に係る防火安全対策の徹底に伴う査察の実施

ホテル、旅館等における防火安全対策の点検及び指導

各事業所における防火訓練指導

防火管理者選解任及び消防計画変更届出の提出指導

危険物施設等の許可及び検査

危険物施設等への立入検査及び調査

危険物輸送車両の立入検査

地下タンク貯蔵所の危険物流出事故防止対策に関する調査及び指導

○ 防火対象物関係

防火対象物等への立入検査及び調査

消防用設備等の設置指導及び検査

○ 危険物関係

危険物施設等の把握及び指導

○

高圧ガス施設等の把握及び指導

高圧ガス施設等の許可、検査等

高圧ガス保安法関係

○

液化石油ガス販売事業者への立入検査及び指導

○

火 災 の 予 防

平成27年中の重点及び実施項目

年末火災特別警戒の実施

液化石油ガス供給設備の許可及び立入検査



道 路 工 事 占 用 届 出 書 36 58 12 106

催 物 開 催 届 出 書 1 2 1 4

水 道 断 水 減 水 届 出 書

火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出書 43 12 6 61

煙 火 打 上 げ 仕 掛 け 届 出 書 10 3 1 14

高 圧 ガ ス 保 安 法 に 関 す る 通 報 ( 県 )

そ の 他

合 計
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626 333 117 1,076

1 1 2

露 店 開 設 届 出 書 5 6 6 17

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出 書

防 火 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届 出 書

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届 出 書

防 火 対 象 物 点 検 結 果 報 告 書

防 火 対 象 物 点 検 報 告 特 例 認 定 申 請

管 理 権 原 者 変 更 届 出 書

消 防 用 設 備 等 点 検 結 果 報 告 書

燃料電池発電・発電・変電・蓄電池設備設置届出書

炉 ・ 厨 房 ・ 温 風 暖 房 ・ ボ イ ラ ー 等 設 置 届 出 書

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届 出 書

水 素 ガ ス を 充 て ん す る 気 球 の 届 出 書

指 定 洞 道 等 （ 新 規 ・ 変 更 ） 届 出 書

裸 火 等 使 用 承 認 申 請 書

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 い 届 出 書

液化石油ガスの貯蔵施設･特定供給施設に伴う申請書(県)

液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 届 書 ( 県 )

液 化 石 油 ガ ス 法 に 関 す る 通 報 ( 県 )

少量危険物・指定可燃物 貯蔵取扱い廃止届出書

特 例 申 請 書

地 区 集 会 所 等 に 関 す る 免 除 願

水 圧 （ 解 錠 ・ 開 放 ） シ ャ ッ タ ー 届 出 書

仮 使 用 承 認 申 請 の 意 見 書 交 付 申 請 書

工 事 中 の 消 防 計 画 届 出 書

消 防 法 令 適 合 通 知 交 付 申 請 書

防 炎 表 示 者 登 録 に 係 る 意 見 聴 取

防 炎 表 示 者 登 録 事 項 変 更 に 係 る 意 見 聴 取

圧縮ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ等の貯蔵又は取扱いの開始・廃止届出書

3

1

1 1

1 1

1

① 防火対象物関係各種申請、届出等受理状況　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市

8

7 2 9

35

1 1 2

1 1

228 96 42 366

8 3 3 14

5

合　計
高野口町

39 10 4 53

66 27 11 104

38 9 105

24 9 2

56 33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　 町　 別
　　区  　　分

消 防 用 設 備 等 着 工 届 出 書

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 書

九度山町

4

3 2 5

7 11

4 6 10

1 1

4 4

10 99

58

8

19 12 7 38



九度山町 合　計
高野口町

112 66 25 203

39 60 17 116立 入 検 査 結 果 通 知 書

改 修 （ 計 画 ） 報 告 書

指 示 書

命 令 書

告 発 書

代 執 行 令 書

合 計

1 1 1 3
4 4

44 34 6 84

10862

②

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

39 11 5 55

建築確認申請等による建築同意、通知書等の件数　（平成27年1月～12月）

④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

査 察

合 計

建基法第6条第1項･第6条の2第1項に規定による建築同意

建基法第43条第1項但し書きの規定による建築同意

建 基 法 第 86 条 の 8 の 規 定 に よ る 建 築 同 意

そ の 他 建 基 法 の 規 定 に よ る 建 築 同 意

特 定 施 設 新 築 工 事 （ 変 更 ） 届 出 書

建 基 法 第 18 条 第 2 項 の 規 定 に よ る 計 画 通 知書

建 基 法 第 93 条 第 ４ 項 の 規 定 に 基 づ く 通 知 書

福祉のまちづくり条例第20条第1項の規定による届出

③

九度山町

39 60 17 116

⑤ 防火管理講習修了証等の交付状況　（平成27年1月～12月）

区 分 交付数

甲 種 防 火 管 理 新 規 講 習 修 了 証

甲 種 防 火 管 理 再 講 習 修 了 証

29 17

合 計 4
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1 1
1 1 2

警 告 書

かつらぎ町
橋本市

防火管理講習修了証書換え・再交付申
請

4

88 47 12 147

合　計
高野口町

60 28 17 105

各種検査済証等の交付状況　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　 町　 別

　　区  　　分

消 防 用 設 備 等 検 査 済 証

喫 煙 又 は 裸 火 等 の 使 用 禁 止 場 所 の 指 定

指 定 洞 道 等 の 指 定

消 防 法 令 適 合 通 知 書

防 火 対 象 物 点 検 報 告 特 例 認 定 通 知 書

防 炎 表 示 者 の 登 録 申 請 に 伴 う 意 見 書

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　 町　 別
　　区  　　分

産業廃棄物許可申請等に係る事前調査書に伴う意見書

合 計

防火対象物における査察、通知書等の交付状況　（平成27年1月～12月）

防火管理に関する講習課程修了証明願

1

仮 使 用 承 認 申 請 に 伴 う 意 見 書

液化石 油 ガ ス の 貯 蔵 施設 等 に 伴 う 意 見 書 ( 県 )



※ は、特定用途防火対象物を示す。

※ 台帳数は、同一敷地に火災予防査察規程第３条に規定する防火対象物が存するものを１とする。

  16の２

  16の３

17

18

19

20

地下街

準地下街

文化財保護法の規定による重要文化財

延長50メートル以上のアーケード

市町村長の指定する山林

総務省令で定める舟車

合 計

11

12
イ

ロ

13
イ

ロ

14

15

16
イ

ロ

飛行機又は回転翼航空機の格納庫

倉庫

前各項に該当しない事業場

特定用途を含む複合用途防火対象物

イに掲げる複合用途防火対象物以外

映画スタジオ又はテレビスタジオ

自動車車庫又は駐車場

5
イ

ロ

6

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

9
イ

ロ

10

596 644 126 1,366

8 1 5 14

82 6 154

64 49 16 129

53 36 15 104

21 29 1 51

66

166 266 37 469

17 24 41

1 1 2

10 12 3 25

9 2 19

14

18 13 3 34

4 1 1 6

13 5 6

8

2

26 29 1 56

14 2 16

41 47 12 100

45 21 11 77

25

ハ

ニ

高野口町

2
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⑥ 防火対象物台帳数　（平成27年12月末現在)

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計

イ

ロ 飲食店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　 町　 別
　　区  　　分

劇場、映画館、演芸場又は観覧場

公会堂又は集会場

キャバレー、カフェー、ナイトクラブ等

遊技場又はダンスホール

風俗営業等の規制及び業務の適正化等

カラオケボックス等

待合、料理店その他これらに類するもの
3

4

1
イ

ロ

2

イ

ロ

15 10

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

車両の停車場又は船舶・航空機の発着場

神社、寺院、教会等

工場又は作業場

6 6 2

百貨店、マーケットその他の物品販売等

旅館、ホテル、宿泊所等

寄宿舎、下宿又は共同住宅

病院、診療所又は助産所

老人短期入所施設、養護老人ホーム等

老人デイサービスセンター等

幼稚園又は特別支援学校

小学校、中学校、高等学校等

図書館、博物館、美術館等

公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場等

24

1 1 2 4



※ は、特定用途防火対象物を示す。

※ 棟数は、火災予防査察規程第３条に規定する防火対象物の数である。
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  16の２

  16の３

17

18

19

20

地下街

準地下街

文化財保護法の規定による重要文化財

延長50メートル以上のアーケード

市町村長の指定する山林

総務省令で定める舟車

合 計

12
イ

ロ

13
イ

ロ

14

15

16
イ

ロ

工場又は作業場

映画スタジオ又はテレビスタジオ

自動車車庫又は駐車場

飛行機又は回転翼航空機の格納庫

倉庫

前各項に該当しない事業場

特定用途を含む複合用途防火対象物

イに掲げる複合用途防火対象物以外

6

イ

ロ

ハ

ニ

7

8

9
イ

ロ

10

11

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

車両の停車場又は船舶・航空機の発着場

神社、寺院、教会等

853 778 156 1,787

1
イ

ロ

2

イ

ロ

ハ

ニ

3
イ

ロ

4

5
イ

ロ

35 15 97

20 25 1 46

18 1 17 36

13 12 3 28

217 301 40 558

27 35 1 63

21 17 3 41

7 3 1 11

50 17 11 78

1 1 2 4

3 3

17 11 28

27 29 1 57

防火対象物棟数　（平成27年12月末現在)

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

49 23 11 83

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　 町　 別
　　区  　　分

劇場、映画館、演芸場又は観覧場

公会堂又は集会場

⑦

7 2 16

1

1 1 2

118 124 10 252

129 63 17 209

19 2 21

57 59 14 130

8 11 4

1

47

23

7

キャバレー、カフェー、ナイトクラブ等

遊技場又はダンスホール

風俗営業等の規制及び業務の適正化等

カラオケボックス等

待合、料理店その他これらに類するもの

飲食店

百貨店、マーケットその他の物品販売等

旅館、ホテル、宿泊所等

寄宿舎、下宿又は共同住宅

病院、診療所又は助産所

老人短期入所施設、養護老人ホーム等

老人デイサービスセンター等

幼稚園又は特別支援学校

小学校、中学校、高等学校等

図書館、博物館、美術館等

公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場等
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  16の３

20

161 104 24 289

※ は、特定用途防火対象物を示す。

17 1 1

18

19

14

15 18 11 3 32

8 59

ロ 5 1 6

  16の２

11 3 4 2 9

12
イ 9 1 1 11

ロ

神社、寺院、教会等

工場又は作業場

映画スタジオ又はテレビスタジオ

1 1

9
イ

ロ

10 車両の停車場又は船舶・航空機の発着場

イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

4 19 21 40

2 2 2 6

6

イ 4 4 1 9

ロ 6 6 2 14

ハ 14 11 1 26

ニ 1 1 2

5

ハ

ニ 2 2

3
イ

ロ 12 9 21

2

イ

ロ

⑧ 甲乙種防火管理者選任義務防火対象物数　（平成27年12月末現在)

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

1
イ

ロ 14 6 1 21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　 町　 別
　　区  　　分

劇場、映画館、演芸場又は観覧場

公会堂又は集会場

8

13

10 4 2 16

イ

ロ

イ

イ 1 13

ロ

7

16
31 20

イに掲げる複合用途防火対象物以外

地下街

準地下街

文化財保護法の規定による重要文化財

延長50メートル以上のアーケード

市町村長の指定する山林

総務省令で定める舟車

合 計

幼稚園又は特別支援学校

キャバレー、カフェー、ナイトクラブ等

遊技場又はダンスホール

風俗営業等の規制及び業務の適正化等

カラオケボックス等

待合、料理店その他これらに類するもの

飲食店

百貨店、マーケットその他の物品販売等

旅館、ホテル、宿泊所等

寄宿舎、下宿又は共同住宅

病院、診療所又は助産所

老人短期入所施設、養護老人ホーム等

老人デイサービスセンター等

小学校、中学校、高等学校等

図書館、博物館、美術館等

公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場等

12

自動車車庫又は駐車場

飛行機又は回転翼航空機の格納庫

倉庫

前各項に該当しない事業場

特定用途を含む複合用途防火対象物
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1 1

1 1

2

1

3 3

2

2 1

合　計
高野口町

1 1

1 2 3

1 1

2 2

⑨ 危険物関係各種申請及び届出件数　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

3 3

4 1 1 6

2 1 3

13

11

4 4 8

9 9

4 4

9 2

4 9

3

2 2 4

9 3 12

4 1 5

2 2

2 1 3

19 3 77

1

火 気 使 用 工 事 届 出 書

所 有 者 の 住 所 ・ 氏 名 ・ 変 更 届 出 書

使 用 休 止 再 開 届 出 書

品 名 ・ 数 量 又 は 倍 数 変 更 届 出 書

消 防 用 設 備 等 着 工 届 出 書

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 書

移 動 タ ン ク 変 更 許 可 通 知 書

許 可 申 請 等 取 下 げ 願

危 険 物 以 外 の 物 品 の 貯 蔵 届 出 書

地下貯蔵タンクの休止に伴う特例適用申請書

そ の 他

合 計 55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

危 険 物 製 造 所 等 設 置 許 可 書

危 険 物 製 造 所 等 変 更 許 可 書

危 険 物 施 設 完 成 検 査 済 証

危 険 物 施 設 仮 使 用 承 認 書

予 防 規 程 認 可 書

危 険 物 仮 貯 蔵 ・ 取 扱 承 認 書

危 険 物 タ ン ク 検 査 済 証

少 量 危 険 物 等 タ ン ク 検 査 済 証

合 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

設 置 許 可 申 請 書

変 更 許 可 申 請 書

仮 使 用 承 認 申 請 書

完 成 検 査 申 請 書

仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱 申 請 書

完 成 検 査 前 検 査 申 請 書

少 量 危 険 物 等 タ ン ク 検 査 申 請 書

完 成 検 査 済 証 再 交 付 申 請 書

予 防 規 程 制 定 ・ 変 更 認 可 申 請 書

予 防 規 程 内 保 安 分 担 変 更 届 出 書

譲 渡 引 渡 届 出 書

施 設 廃 止 届 出 書

保 安 監 督 者 選 任 ・ 解 任 届 出 書

軽 微 な 変 更 届 出 書

⑩ 危険物関係各種許可書等の交付状況　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市

九度山町



16 16 5 37

74

⑪

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

25 11 36

33 9 4 46

36 9 119

17 28 6 51

17 28 6 51

査
　
 
察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

製造所・貯蔵所・取扱所（移動ﾀﾝｸ除く）

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

運 搬 車 両

ミ ニ ロ ー リ ー

合 計

合 計

立 入 検 査 結 果 通 知 書

改 修 （ 計 画 ） 報 告 書

指 示 書

警 告 書

命 令 書

告 発 書

1 22

2 2

⑫ 危険物施設の状況　（平成27年12月末現在)
危険物完成検査済証交付施設数

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

9 9

1 1

6 2 1 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分

貯
 
蔵
 
所

6 153

51 13 64

3 5 8

12 9

109 38

34 9 4 47
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23 5 3 31

41 13 6 60

159 51 12 222

取
 
扱
 
所

12 6 2 20

6 2 1 9

製 造 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

小 計

給 油 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

第 一 種 販 売 取 扱 所

第 二 種 販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

小 計

合 計

代 執 行 令 書

危険物施設等における査察、通知書等の交付状況　（平成27年1月～12月）



⑬ 倍数別危険物施設一覧表　（平成27年12月末現在)

合

計

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

合 計

⑭ 危険物施設設置許可件数　（平成27年1月～12月）

1

製 造 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

1 1

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

倍
を
超
え

倍
を
超
え
る
も
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　倍　数

　製造所等の別

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

10
倍
以
下

50
倍
以
下

100
倍
以
下

150
倍
以
下

200
倍
以
下

5
倍
以
下

1 3 2 1

1

7 7 7 1

2

4 1 2 2

500
倍
以
下

5 10 50 100 150 200 500
倍
を
超
え

倍
を
超
え

倍
を
超
え

倍
を
超
え

倍
を
超
え

15 6 30 12 1

1 6 1

8 9 12 1 1

2

12 31 3 1

52 32 94 24 9 2 9

9

9

1

64

8

22

2

47

18

31

11

222

2 3 4 4 1 4

貯
 
蔵
 
所

1 1

取
 
扱
 
所

1
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簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

小 計

給 油 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

第 一 種 販 売 取 扱 所

第 二 種 販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

小 計

合 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分

1 2 4

危 険 物 施 設 設 置 許 可 件 数

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

1 1 2



1

⑮ 危険物施設変更許可件数　（平成27年1月～12月）
危 険 物 施 設 変 更 許 可 件 数

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分

製 造 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

1 1

貯
 
蔵
 
所

1

1 1

1 1 2

⑯ 危険物施設完成検査件数　（平成27年1月～12月）
危 険 物 施 設 完 成 検 査 件 数

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分

取
 
扱
 
所

貯
 
蔵
 
所
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製 造 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

小 計

給 油 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

第 一 種 販 売 取 扱 所

第 二 種 販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

小 計

合 計

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

小 計

給 油 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

第 一 種 販 売 取 扱 所

第 二 種 販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

小 計

合 計

取
 
扱
 
所



2 2

⑰ 危険物施設変更完成検査件数　（平成27年1月～12月）
危険物施設変更完成検査件数

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

2 2

貯
 
蔵
 
所

2 2

取
 
扱
 
所

2 2 4

⑱ 危険物施設廃止件数　（平成27年1月～12月）
危 険 物 施 設 廃 止 件 数

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分

製 造 所

合 計

第 二 種 販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合 計

2

3 1 4

6 3 9

給 油 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

第 一 種 販 売 取 扱 所

1 1

9 3 12

1 1

1 1 2

2

2 2

3 3
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小 計

取
 
扱
 
所

製 造 所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

小 計

給 油 取 扱 所

自 家 給 油 取 扱 所

第 一 種 販 売 取 扱 所

第 二 種 販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

小 計

貯
 
蔵
 
所

屋 外 貯 蔵 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

小 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別

　　区  　分



1

⑲ 高圧ガス各種申請及び届出件数　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

3

2 2

2 2

1 1

1

21 1 22

一

　
　
般

冷
　
凍

液
 
石

2 2

2 2

8 8

1 1

合　計
高野口町

1 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

高 圧 ガ ス 製 造 施 設 許 可 書

高 圧 ガ ス 製 造 施 設 変 更 許 可 書

貯 蔵 所 設 置 許 可 書

㉑ 高圧ガス製造所等、事業所の状況　（平成27年12月末現在)

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

1 1

1 1 2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

貯 蔵 所 位 置 等 変 更 設 置 許 可 書

製 造 施 設 完 成 検 査 証

貯 蔵 所 完 成 検 査 証

保 安 検 査 証

1 1

4 4

3 1 4

19 17 5 41
27 17 6 50

製

造

所

等

一
般

液
石

冷
凍

販売事業所 高 圧 ガ ス 販 売 事 業 所

合 計

高 圧 ガ ス 第 1 種 製 造 所

高 圧 ガ ス 第 1 種 貯 蔵 所

高 圧 ガ ス 第 1 種 製 造 所

3 1 4
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かつらぎ町
橋本市

九度山町

2 1

高圧ガスの種類又は圧力変更認定通知書

合 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

高圧ガス製造施設等変更許可申請書（第1種）

製造施設完成検査申請 書 （ 第 １ 種 ）

高 圧 ガ ス 製 造 開 始 届 書

高 圧 ガ ス 製 造 廃 止 届 書

危 害 予 防 規 程 届 書

指 定 保 安 機 関 保 安 検 査 受 検 届 書

保安検査結果報告書（指定保安検査機関）

保 安 検 査 申 請 書

高 圧 ガ ス 販 売 事 業 承 継 届 出 書

そ の 他

高 圧 ガ ス 保 安 協 会検 査受 検届 出書

保安検査結果報告書（高圧ガス保安協会）

高 圧 ガ ス 製 造 開 始 届 書

そ の 他

高 圧 ガ ス 販 売 事 業 承 継 届 出 書

高 圧 ガ ス 販 売 主 任 者 届 出 書

そ の 他

合 計

⑳

高 圧 ガ ス 販 売 事 業 変 更 届 出 書

高圧ガス関係各種検査済証、許可書等交付状況　（平成27年1月～12月）



㉒ 液化石油ガス各種申請及び届出件数　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

5 5 10
5 5 10
1 1 2

3 3

1 3 4

液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 廃 止 届 書

特定液化石油ガス設備工事事業開始届書

特定液化石油ガス設備工事事業変更届書

特定液化石油ガ ス設備工事事業廃止届

そ の 他

合 計

1 1

1 1
1 1
2 2

合　計
高野口町

12 22 34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

貯 蔵 施 設 等 （ 設 置 ） 許 可 書

貯 蔵 施 設 等 （ 変 更 ） 許 可 書

充 て ん 設 備 （ 設 置 ） 許 可 書

充 て ん 設 備 （ 変 更 ） 許 可 書

貯 蔵 施 設 完 成 検 査 証

充 て ん 設 備 完 成 検 査 証

充 て ん 設 備 保 安 検 査 証

販 売 事 業 者 認 定 書

保 安 機 関 認 定 （ 更 新 ） 書

保 安 業 務 規 定 認 可 書

一 般 消 費 者 等 の 数 の 増 加 の 認 可 書

販 売 事 業 登 録 通 知 書

㉔ 液化石油ガス施設等、事業所の状況　（平成27年12月末現在)

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

1 1
施
設
等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

貯 蔵 施 設

特 定 供 給 設 備

充 て ん 設 備

特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 業 者

液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 登 録

保 安 機 関 認 定 事 業 者

合 計

20 18 8 46
8 9 2 19
8 9 2 19

36 37 12 85

事
業
者
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そ の 他

合 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 報 告 書

保 安 業 務 実 施 状 況 報 告

液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 届 書

業 務 主 任 等 選 任 （ 解 任 ） 届 書

立 入 検 査 改 善 報 告

液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 登 録 申 請 書

販 売 所 等 変 更 届 書

販 売 事 業 承 継 届 書

保 安 機 関 認 定 （ 更 新 ） 申 請 書

保 安 業 務 規 程 認 可 申 請 書

保 安 機 関 承 継 届 書

保 安 機 関 変 更 届 書

保 安 業 務 廃 止 届 書

㉓

かつらぎ町
橋本市

九度山町

液化石油ガス各種検査済証、許可書、意見書等交付状況　（平成27年1月～12月）



2 1 3

3 3

1 1

6 6

2 2

8 1

2 2

2 2

18 1 19

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

1 1

3 3

4 1 5
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

火 薬 類 譲 受 許 可 証 交 付

火 薬 類 譲 渡 許 可 証 交 付

火 薬 類 消 費 許 可 証 交 付

合 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市 町 別
　　区  　分

火 薬 類 消 費 許 可 申 請

火 薬 類 譲 受 許 可 申 請

火 薬 類 譲 渡 許 可 申 請

火 薬 類 譲 受 ・ 消 費 許 可 申 請

申 請 書 記 載 事 項 等 変 更 届

火 薬 類 取 扱 保 安 責 任 者 等 選 （ 解 ） 任 届

火 薬 類 消 費 終 了 報 告 書

火 薬 類 消 費 報 告 書 （ 年 度 ）

合 計

　　　　　広報内容

　回数
　時間

回 数

時 間 ( 分 )

火
災
気
象
通
報
広
報

7

733

文
化
財
防
火
デ
ー

広
報

風
水
害
に
よ
る
広
報

2 14 14 12

春
季
火
災
予
防
運
動
広
報

秋
季
火
災
予
防
運
動
広
報

年
末
特
別
警
戒
広
報

火
災
後
の
警
戒
巡
視

㉕ 火薬類各種申請及び届出件数　（平成27年1月～12月）

かつらぎ町
橋本市

九度山町 合　計
高野口町

そ
の
他

10

849

合
　
　
　
　
計

59

8,226361 2,032 2,348 1,903

9

㉗ 防火広報等　（平成27年1月～12月）

㉖ 火薬類許可証の交付状況　（平成27年1月～12月）



火 災 統 計

平成２７年中の火災件数は、前年に比べ３件減少し、消防本部開署から最も

少ない６件でありました。 

  火災種別でみますと、建物火災が３件、車両火災２件、その他の火災が１件

となっております。 

  焼損した建物は、合計１５棟（専用住宅１２棟、店舗兼住宅１棟、作業場兼住

宅１棟、納屋１棟）であり、焼損棟数については、全焼８棟、部分焼２棟、ぼや５

棟となっています。構成市町別に件数をみると、かつらぎ町３件、橋本市高野

口町２件、九度山町１件でありました。 

  出火原因別では、焚き火２件、風呂かまど１件、その他１件、不明２件となっ

ています。 

住民の方々の火災予防に対する取り組みの向上により、往年に比べ火災件

数が減少したものであります。 

今後も更に火災予防の啓蒙・啓発を強化し、住民の方々、消防団、そして関

係機関と協力し、火災ゼロを目指します。 



0
0.00
0.00
0.00
0
0
0

1,178
0.00

0.00

0.00
0
0
0

△ 2
△ 25
0.00
0.00

0
0
2
30
0.00
0.00
2
0
0
3
25
0.00
0.00

0
2

1,208
0.00

0
0
2.4
3.4

5,476
3
0
0
1
4
0
0

260.04
1.00
0
0
0
0

0.00
0.00

0
0.00
0.00

0
0

△ 1
48,970

2
0
2
4
8
10
24

1,686.77
179.16

0
0

0

0
0.00
0.00
0.00
0

1,946.81
180.16

0
0

0
0
1

9
5,531
260.04
1.00
0

0
54,446

5
0
2
5
12
10
24

B　平成26年 C　増減（A-B）

△ 3
50,123
1,686.77
179.16

0
0
0
0

△ 1
0

2
0
0
4
3

人
人
件
件
件
件
件
千円
棟

A　平成27年

6
55,654
1,946.81
180.16

0
2
0
0
3
3
0

　　　　　　　　　　　年　　別
　件　　数

単位

件

損 害 額
建物焼損床面積
建物焼損表面積
死 者
負 傷 者

管 内 出 火 率

全 焼
半 焼
部 分 焼
ぼ や

全 焼
半 焼

人
人
件
千円
㎡
㎡
台
人
人
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棟
棟
棟
棟
世帯
人
㎡
㎡
人
人
件
千円
㎡
㎡
ａ

※ 出火率・・・・人口１万人に対する出火件数

建物焼損床面積
建物焼損表面積
林 野 焼 損 面 積
死 者

件
千円
㎡

林 野 焼 損 面 積

出 火 件 数
損 害 額
建物焼損床面積
建物焼損表面積

車 両 焼 損 台 数
死 者
負 傷 者
件 数

損 害 額

罹 災 世 帯 数
罹 災 人 員
焼 損 床 面 積
焼 損 表 面 積
死 者
負 傷 者
件 数
損 害 額

部 分 焼
ぼ や
合 計

0
△ 0.8

そ
の
他
の
火
災

負 傷 者
件 数
損 害 額
建物焼損床面積
建物焼損表面積
車 両 焼 損 台 数
死 者
負 傷 者
件 数

㎡
人
人

全 国 出 火 率

0.00
2
0
0
1

① 火災概況〔火災一覧表及び火災報告書から抜粋〕

合
　
　
　
　
計

車

両

火

災

林

野

火

災

0 0

延
焼
棟
数

建

物

火

災

火
元
内
訳

千円
㎡
㎡
ａ
台

0
0
1.6

0



上

下

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

建
物
火
災

居 住 専 用 建 築 物

建
物
火
災

居 住 専 用 建 築 物

居住産業併用建築物

産 業 用 建 築 物

7時 8時

8時 9時

出 火 時 刻 出 火 時 刻
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9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

発生件数

1件

1件

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

発生件数

1件

6件

21時

22時

23時

24時

不 明

合 計

23時

20時

19時

5時 6時

6時 7時

22時

21時

1件

3時 4時

4時 5時

1件

1件

1時 2時

2時 3時

1件

④ 出火時刻別火災発生状況

18時

出 火 時 刻発生件数

0時 1時

合　　　　　　　　　　計

19時

20時

7月 8月 9月 10月 11月 12月

2件

1件

6件

1件

1件 2件 1件 1件

　　　　　　　　　　　　　　　月　　別
　区　　分

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他

1件

合　計

2件

2月 3月 4月 5月 6月

1件 1件

　　　　　　　　　　　　　　　月　　別
　区　　分

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他

合　　　　　　　　　　計

1月

産 業 用 建 築 物

居住産業併用建築物

2件

1件

③ 月別、区分別火災発生状況

 　　　　 内　訳
市町別

かつらぎ町

橋本市

高野口町

九度山町

合　　　　計

件数

3件

2件

1件

6件

棟数

2棟

13棟

15棟

床面積

341.71㎡

1,605.10㎡

1,946.81㎡

表面積

156.91㎡

180.16㎡

2台

2台

7,591千円

1,964千円

46,855千円

56,410千円

② 火災発生状況
死　者

負傷者

23.25㎡

林　　野 車　　両
損害額

焼 損 面 積 等



～ ～ ～

～ ～ ～

～

～

～

～

～

2件

2件

2件

6件
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1件

1件

2件

1件

1件

0％以上

20％以上

40％以上

60％以上

20％未満

40％未満

60％未満

80％未満

80％以上

不　　　明

合　　　　　計

2件

3件

1件

7ｍ以上

2ｍ以上

5ｍ以上

3m未満

6m未満

3件

1件

４．湿度

　　　　　　　　火災種別
　湿　度

0ｍ以上

3ｍ以上

6ｍ以上

1m未満

4m未満

7m未満

合　計建物火災 林野火災 車両火災 その他火災

1件 2m未満

5m未満

1ｍ以上

4ｍ以上 1件

不　　　　　明

南西 2件 西南西

北西 北北西

無風

南南西

西北西

不明

３．風速

北北東

東南東

南

西 1件

北東 1件 東北東 2件

南東 南南東

⑥ 火災発生時の気象状況
１．天候

晴れ 4件 曇り 2件 雨 雪 不明

２．風向

北

東

6件

119番通報

種

別

件数

N
T
T

N
T
T
以
外

携
帯
電
話

4件

加
入
電
話

加
入
電
話

(

携
帯

)

2件

駆
付
け
通
報

事
後
聞
知

警
察
電
話

そ
の
他

合
　
　
　
計

⑤ 火災覚知別表



19件 11件
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合計

149件

4月 5月 6月 7月 8月 9月

14件 17件 11件 10件 21件 11件 12件 10件 6件

11月 12月10月

149

286,980

月 1月 2月 3月

14,485 44,697 17,342 5,531 55,654

⑧ 月別火災発生件数（10年間）

損害額（千円）

火災件数（件）

年　　　別

年　　　別 合　計

20 14 15

火災件数（件）

損害額（千円）

H18 H19 H20 H21 H22

H23 H24 H25 H26 H27

16

11,027 90,705 11,798 20,544 15,197

18 15 15 9 6

21

⑦ 火災発生概況及び損害額（10年間）

件数 7件

0

5

10

15

20

25

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000
火災件数

損害額

件

5件

10件

15件

20件

25件

7件

14件

17件
19件

11件 11件 10件

21件

11件 12件
10件

6件



救 助 統 計

消防機関が行う救助とは、火災・交通事故・水難事故・自然災害その他の

事故等に起因する、身体、生命に緊迫した危険から自ら脱出又は避難する事

が困難な人を、資器材及び知識・技術・体力を駆使して危険を排除し安全な

場所へ救出する活動である。 

  近年、生活の複雑多様化により各種災害が増加し生命の危険が増大して

おります。 

  しかし、我々消防職員はいかに困難な災害、どのような状況下にあろうとも、

かけがえのない命を救うため最善の救助活動を行う必要があります。 

  平成２７年中の救助出動件数は、２１件（昨年と同じ）救出人員は１０人（昨

年より２人減少）となりました。出動種別でみると交通事故１２件、水難事故１件、

機械による事故１件、建物等による事故１件、その他の事故６件となっており、

例年通り交通事故が全体の過半数を占めております。 

  これからも我々は救助業務の充実、強化を図り、また、知識・技術・体力の

向上を目指し住民の期待に添える様、なお一層の努力をしていく所存です。 
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合　　　　　　　　　　計 22件 15件 18件 21件 21件

平成27年

破 裂 事 故

風水害等自然災害事故

機 械 に よ る 事 故 1件 2件 1件 1件

交 通 事 故 13件 10件 12件 12件

そ の 他 の 事 故 8件 3件 6件 5件 6件

建 物 等 に よ る 事 故 1件

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故

12件

水 難 事 故 3件 1件

火 災 事 故

4件 4人

21件 44台 122人 10件 10人

そ の 他 の 事 故

合　　　　　　　　　　計

6件 10台 31人

　　　　　　　　　　　　　区　　分

 　種　　別

出 動 件 数

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

交 通 事 故

水 難 事 故

風水害等自然災害事故

機 械 に よ る 事 故

建 物 等 に よ る 事 故

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故

破 裂 事 故

② 事故種別救助出動の推移（5年間）

1件 1台 4人

1件 2台 7人

12件 28台 73人 5件 5人

出動件数 出動台数 出動人員

1件 1人1件 3台 7人

① 救助活動状況

活動件数 救助人員
　　　　　　　　　　　　　区　　分

 　種　　別

火 災 事 故



～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

③ 出動件数 ④ 月別出動件数

⑤ 曜日別出動件数

13時

15時 16時

18時 19時 2件

21時 22時

⑥ 時間帯別出動件数
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出 動 時 刻 出動件数 出 動 時 刻 出動件数 出 動 時 刻 出動件数

合 計 21件

5時 6時

14時 15時 2件

23時

1件

14時 2件

22時 23時

7時 8時 2件

16時 17時 1件

4時 5時

3時 4時

12時 13時 1件

2時 3時 1件

11時 12時 2件

8時 9時

24時

0時 1時

17時 18時 2件

6時 7時 2件

20時 21時

1時 2時

10時 11時 1件

19時 20時 2件

9時 10時

0件

1件

2件

3件

4件

5件

6件

7件

8件

9件

10件

か
つ
ら
ぎ
町

高
野
口
町

橋
本
市

九
度
山
町

管
外

10件

5件
6件

0件

2件

3件

1件

3件

1件

3件

0件

2件

1件

3件

2件

0件
一
月
二
月
三
月
四
月
五
月
六
月
七
月
八
月
九
月
十
月
十
一
月

十
二
月

0件

1件

2件

3件

4件

5件

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

日
曜
日

2件 2件

4件

2件

4件

5件

2件



救 急 統 計

 平成２７年中の救急件数は、１，６８２件（４.６件/日）で昨年より３４件増加して

います。病院紹介については１，３３８件（４件/日）で昨年に比べ１１１件の減

少となり、対して病院案内件数は６８０件と昨年より１０３件増加しています。 

 事故種別では急病が１，０２９件と約６割を占め、次いで一般負傷２９４件、交

通１４７件の順となり昨年同様、一般負傷が交通を上回りました。傷病程度別

では軽症が７３８名と全搬送人員の半分を占め、重症は１５４名で同じく全体の

１割となっています。年齢区分別に目を向けると、やはり高齢化社会が物語っ

ているとおり、６５歳以上の傷病者が約７割に達しました。 

 当消防本部の救急救命士は現在１２名で、全員が気管挿管と薬剤投与の認

定を受けています。また、うち７名が、平成２６年９月から運用を開始している、

心停止前の輸液、血糖測定、低血糖傷病者へのブドウ糖溶液の投与認定を

受けています。平成２７年中は心停止前の輸液が１２件、血糖測定は１６件あり、

そのうち低血糖傷病者へのブドウ糖溶液投与は４件でした。 



管　　　外 10件
自 然 災 害
火 災 5

① 救急出場状況
（構成市町合計）

　　　　　　　　　　　区　 　分

　事故種別

出

場

件

数

傷
病
者
搬
送
件
数

不

搬

送

件

数

搬 送 人 員 構成市町別出場件数

男 女 合計

かつらぎ町 855件

橋本市
584件

高野口町

九度山町 233件

資 機 材 輸 送

特定行為実施件数
一 般 負 傷 294 271 23 124 148 272 49件

1 4 1

合　　　計 1,682件
交 通 147 131 16 77 69 146
水 難 1 1

1

11
運 動 競 技 5 5 5 1 6
労 働 災 害 12 11 1 9 2

医 師 搬 送

そ の 他 6 6

ドクターヘリ搬送件数
自 損 行 為 9 5 4 4 1 5 15件
加 害

948 病院紹介件数急 病 1,030 948

そ
の
他

転 院 搬 送 173 171 2

139 769 791

出

場

件

数

傷
病
者
搬
送
件
数

不

搬

送

件

数

搬

送

人

員

82 459 489
1,338件81 171

病院案内件数

１日平均出場件数
680件

90

　　　　　　　　　　　区　 　分

　事故種別

1,560 4.6件

（かつらぎ町） （橋本市高野口町）

出

場

件

数

傷
病
者
搬
送
件
数

不

搬

送

件

数

搬

送

人

員

合 計 1,682 1,543

水 難 1 1

火 災 2 1 1 1 2 2
自 然 災 害

交 通 81 73 8 83 42 40 2 42
4 4

運 動 競 技 3 3 3 1 1
労 働 災 害 5 4 1 4 4

2
一 般 負 傷 150 136 14 137 99 93 6 93
加 害

1 3 1
急 病 523 478 45 478 379 350
自 損 行 為 4 3 1 3 4

29 350
49

医 師 搬 送
転 院 搬 送 84 82 2 82 49 49

3
合 計 855 780 75 791 584 538
そ の 他 3 3 3

46 541

そ
の
他

資 機 材 輸 送
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か
つ
ら
ぎ
町

橋
本
市
高
野
口
町

管
外

九
度
山
町

（九度山町） （管外）

出

場

件

数

傷
病
者
搬
送
件
数

不

搬

送

件

数

搬

送

人

員

出

場

件

数

傷
病
者
搬
送
件
数

不

搬

送

件

数

搬

送

人

員

火 災 1 1

　　　　　　　　　　　区　 　分

　事故種別

自 然 災 害
水 難

1 1
労 働 災 害 3 3 3
交 通 23 17 6 20 1

運 動 競 技 1 1 1
一 般 負 傷 43 40 3 40 2 2 2

6
自 損 行 為 1 1 1
加 害

急 病 121 114 7 114 7 6 1
40 40 40

資 機 材 輸 送

9

② 救急出場件数（主な事故種別）

合 計 233 216 17 219 10 9 1
そ の 他

医 師 搬 送
そ
の
他

転 院 搬 送
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 急病  交通  一般  その他

急病

523件交通

81件

一般

150件

その他

101件

急病

379件
交通

42件

一般

99件

その他

64件

急病

121件

交通

23件

一般

43件

その他

46件

急病

7件

交通

1件

一般

2件



⑥

③ 救急出場件数及び搬送人員

4件 52件

3分以上

20分未満
20分以上 合　　計

2件 12件 141件 112件 27件 294件

1,029件

12件

5分未満

5分以上

587件

10分未満

10分以上

90件 36件 9件

3分未満

一般負傷

上記以外

合 計
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91件 57件 3件 212件

100件 1,682件

④ 不搬送の内容 ⑤ 覚知別救急出場状況

147件

325件 61件

15件 46件

122件

現場到着所要時間
所 要 時 間 区 分

21件 909件 530件

　　　 　 項　目

事故種別

急 病

交 通

出場件数

搬送人員

件

200件
400件
600件
800件

1,000件 855件

584件

233件

10件

780人

538人

216人
9人

拒否

21件

緊急性

なし

45件

傷病者なし

10件
死亡

22件

誤報・いたずら

4件

酩酊

2件

現場処置

24件 その他

11件

139件 1,682件
119番

1,096件

加入電話

569件

駆け付け

6件

自己覚知

2件
その他

9件



精
神
科

そ
の
他

100 185 3221 6 118 9 10 5 147

内
科

723

小
児
科

外
科

5人 86人

合　　計

1,560件

60分以上

120分未満

一般負傷 4人 41人 161人 66人

上記以外

30分以上

交 通 31人 2人

急 病 3人 28人 163人 604人 147人

7人 34人

22人

129人 24人 1人

⑧ 診療科目別搬送人員

合 計 3件 44件 260件 980件 268件 5件

⑨

脳
外
科

整
形
外
科

泌
尿
器
科

産
婦
人
科

耳
鼻
咽
喉
科

循
環
器
科

消
化
器
科

呼
吸
器
科

33

科

目

人数
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2人

合

計

1,560

947件

146件

272件

195件

⑦ 収容所要時間別搬送人員

　　　 　 項　目

事故種別 10分未満
10分以上 20分以上

120分以上
20分未満 30分未満 60分未満

救急覚知から医療機関等への収容に要した時間別搬送人員

医療機関別搬送状況

総搬送人員

1,560人

管内医療機関

515人

管外医療機関

1,045人

救急告示医療機関

429人

その他の医療機関

86人

救急告示医療機関

1,026人

その他の医療機関

19人



そ の 他

合　　 　　計

738件 100.0％

629件

738件

26件 100.0％

小計　Ａ

154件

下グラフ傷病程度以外の搬送人員１名

転 送 率
Ａ/Ｂ

0回
１回 ２回

⑫

1,540件

　　　     　回　 数
程 　度

程度別転送回数状況

合　　　計
Ｂ

死 亡

重 症

中 等 症 642件 98.0％

軽 症

26件

147件

女

95.5％

⑩ 性別、年齢別搬送人員

男 女

7件

⑪ 程度別搬送人員

男

20件 20件

0.0％

1,560件 98.8％
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転 送 回 数

7件

13件 13件

29人

25人

24人

19人

41人

69人

562人

23人

12人

25人

24人

35人

35人

637人

人 100人 200人 300人 400人 500人 600人 700人

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

350人

400人

死亡 重症 中等症 軽症

16人

75人

328人
350人

10人

79人

314人

388人



62件

16件

74件

14件

142人

74台 226人 56件

16台

54件

16人

急 病

そ

の

他

転 院 搬 送

医 師 搬 送

資器材搬送

そ   の   他

60台

火 災

10件

6件 2件

事 故 種 別

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

3件

自 損 行 為

6件 15件

1件 1件

1件 1件

9件

20件13件 7件

出場件数
延走行距離
（出場～帰署）

１件当たりの
平均走行距離

その他 合　 計

救 急 支 援

救 急 救 命

救急救命支援

地 上 支 援

合　　　　　　計

3件

出場件数
休日における

出場件数

1件

27件

理 由 不 明

医 師 不 在

手 術 中

ベ ッ ド 満 床

専 門 外

1,682件

13件

166件

出 動 台 数 出 動 人 員 活 動 件 数

439人

⑯

1件

1,030件

合　　　計 1,682件 321件

支援出動件数

出 動 区 分

55人 14件

150台 137件

出 動 件 数

2件

70件

そ の 他

合　　　　計

処 置 困 難

⑭ 休日における救急活動状況

9件 2件

206件

173件

39,620㎞ 23.6㎞

⑮ 救急出場走行距離

事 故 種 別

⑬ 転送理由状況

　　　 　　 事故種別
理　由

急　　病

出場件数

5件

1件

147件

12件

5件

294件

休日における

出場件数

交　　通 一般負傷
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～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～

～ ～ ～16時

14時

月別救急出場件数

⑱ 曜日別救急出場件数

⑰

11時 116件2時

出 動 時 刻 出動件数 出 動 時 刻 出動件数

16時 17時

23時 24時

91件

17時 18時 95件

18時 19時 96件

19時 20時

10時

⑲ 時間帯別出場件数
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0時 1時 31件 8時 9時 92件

1時 2時

3時 4時 23件 11時 12時

15時

15時

3時 30件

5時 6時 29件 13時

31件 9時 10時 125件

45件6時 7時 49件

7時

84件

20時 21時 72件

21時 22時 64件

22時 23時

8時 68件

14時 72件

112件

4時 5時 12件 12時 13時 128件

89件

39件

合 計 1,682件

89件

出 動 時 刻 出動件数

190件

111件

147件

143件
142件

125件
136件

149件

133件
129件

130件

147件

件

20件

40件

60件

80件

100件

120件

140件

160件

180件

200件

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

200件

210件

220件

230件

240件

250件

260件

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

240件
237件

260件

240件

226件

234件

245件



血中酸素

飽和度の

測定

907

ブドウ糖
（輸液）

4

4

血糖

測定

16

16

※３ ※４

4

2

60

58

47

496

7

11 3

ショック
（輸液）

5

3

3

1

12

134

259

186

1486

気 道 確 保

※Ａ ※Ｂ ※Ｃ

12

1

1

18

※１ ※２

3

7 14

4

ｼｮｯｸﾊﾟﾝﾂ

による
血圧保持

56

4

67 7

35

1

5

2

20

28 19

保温 被覆

1

9 26

除細動

50

※Ｃには、※Ａ・※Ｂ以外の傷病者に対し応急処置等を行った件数の内数

※４には、救急救命士が気管挿管処置を実施して気道確保を行った件数の内数

　処置等を行った件数の内数

　行った件数の内数

80 82

4

1,542 42

39 13

194

26

10

44 285

一 般 負 傷

上 記 以 外

193

一 般 負 傷

上 記 以 外

合　　　　計

その他の

応急処置

血圧

測定

人工

呼吸 うち
自動

心肺蘇生法

うち
自動

呼吸音聴取

2

14

在宅療法継続

1

5

2

243

10

⑳ 救急隊員の行った応急処置等件数

681

29

静脈路確保

（輸液）

薬剤

投与

1,460

52

1

合　　　　計

事 故 種 別

合　　　　計

2

急 病

処置合計

一 般 負 傷

上 記 以 外

急 病

交 通 事 故

急 病

交 通 事 故

事 故 種 別

2

急 病

交 通 事 故

941

138

269

聴診器

による心音

135

255

188

1 5 331

1

22

1

2

25

1

2

8

12

1

7

35

1

882

事 故 種 別 止血 固定
酸素

吸入対象人数

胸骨圧迫
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※１には、経鼻･経口エアウェイを使用して気道確保を行った件数の内数

※Ａには、在宅中心静脈栄養管理・在宅化学療法等により点滴が施されている傷病者に対し応急

76

119

※２には、喉頭鏡・鉗子等により異物除去を行った件数の内数

※３には、救急救命士がラリンゲアルマスク等を使用して気道確保を行った件数の内数

応急処置

事 故 種 別

※Ｂには、気管切開孔又は気管瘻・人工肛門等の外瘻が施されている傷病者に対し応急処置等を

一 般 負 傷

上 記 以 外

合　　　　計

交 通 事 故

12

1

1

23

805

627

5,099

心 電 図

905

3,204

463

18



合計

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

運 動 競 技

134 147

労 働 災 害 21 11 15 17 12

出 場 件 数　　　　　　　　　年
事故種別
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14 13 8 9

急 病 944 947 928 992 1,030

そ の 他 134 186 181 185 179

合計 1,568 1,634

15 7 9

2 5 9 5

230

194 223 199 171

243 231

そ の 他 176 186 148 157 122

加 害

自 損 行 為

急 病

23 25 22 28 20

5 3

1,010 1,014 972

9 5 3 2 5

974

1,567 1,648 1,682

923

9 5 4

3 1

157

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

交 通

加 害 7 6 4 5

自 損 行 為 18

火 災 8 10 7 7 5

自 然 災 害

水 難

運 動 競 技

一 般 負 傷 262 276 259 295 294

165 179

1,677

12 16 13 9 12

平成19年 平成20年 平成21年

1,613 1,575 1,549

平成18年 平成22年

一 般 負 傷

2 1 1 1

166

19 18

269 235

1,736

7

出 場 件 数

㉑ 事故種別救急出場の推移（10年間）

　　　　　　　　　年
事故種別

1,450件

1,500件

1,550件

1,600件

1,650件

1,700件

1,750件

18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

1,677件

1,736件

1,613件

1,575件
1,549件

1,568件

1,634件

1,567件

1,648件

1,682件



消 防 団



① 消防団状況（消防団事務はそれぞれの市町で取り扱う）

消 防 団

伊都消防組合

消防本部

かつらぎ町長 橋本市長 九度山町長

伊都消防組合
（管 理 者）

伊都消防組合
（副管理者）

伊都消防組合
（副管理者）

消防団長
（組合議員）

高野口方面隊長
（組合議員）

消防団長
（組合議員）
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かつらぎ町
消 防 団

橋本市消防団
高野口方面隊

九度山町
消 防 団

② 消防団の沿革

かつらぎ町 
 明治２６年  大字妙寺に消防組発足、以降各村に消防組発足 
 明治４２年  妙寺村消防組を妙寺町消防組に改組し、発足。大正９年笠田村消防組を笠田

町消防組に改組し、発足 
        （町制実施に伴い、妙寺村が妙寺町に及び笠田村が笠田町になる） 
昭和１４年  消防組を警防団に改称 
昭和２２年  勅令（第185号）により、警防団を消防団に改称 
昭和３０年  旧見好村消防団及び天野村消防団が合併し，新見好村消防団発足 

        笠田町消防団、四郷村消防団及び大谷村消防団が合併し、伊都町消防団発足
        （旧見好村及び天野村が合併し、新見好村になる。笠田町、四郷村及び大谷

村が合併し、伊都町になる）        
昭和３３年  妙寺町消防団、伊都町消防団及び新見好村消防団合併に伴い、かつらぎ町消

防団を創設する。 
        （妙寺町、伊都町及び新見好村が合併し、かつらぎ町になる）       
平成１７年  かつらぎ町が旧花園村を編入合併し、かつらぎ町消防団と旧花園村消防団が

合併し、新かつらぎ町消防団を創設し、現在に至る。（平成１７年１０月） 
  

高野口町 
 明治２９年  信太村に消防組発足、以降明治31年大野村、名倉村、応其村に消防組発足 
明治３４年  名倉村、大野村合併に伴い、公設名倉村消防組発足 
明治４１年  公設名倉村消防組を公設旧高野口町消防組に改組し、発足 

        （町制実施に伴い、名倉村及び大野村が合併し、旧高野口町になる） 
昭和１４年  消防組を警防団に改称 
昭和２２年  勅令（第185号）により、警防団を消防団に改称 
昭和３０年  旧高野口町消防団、信太村消防団及び応其消防団合併に伴い、新高野口町消

防団を創設する。 
        （旧高野口町、信太村及び応其村合併に伴い、新高野口町になる） 
平成１８年  橋本市と旧高野口町が市町村合併し、新橋本市消防団を創設（旧高野口町区

域のみが伊都消防組合の管轄区域）し、現在に至る。（平成１８年３月） 
 

九度山町 
 明治３９年  九度山村消防組発足 
 明治４３年  九度山村消防組を九度山町消防組に改組し、発足 
        （町制実施に伴い、九度山村が旧九度山町になる） 
 昭和１４年  消防組を警防団に改称 
 昭和２２年  勅令（第185号）により、旧九度山町警防団を旧九度山町消防団に改称 
 昭和３０年  旧九度山町消防団及び河根村消防団合併に伴い、新九度山町消防団を創設し、

現在に至る。 
        （旧九度山町及び河根村合併に伴い、新九度山町になる） 



第５分団
・分団長
・副分団長

第６分団
・分団長
・副分団長

第７分団
・分団長
・副分団長

第８分団
・分団長
・副分団長

第４部

第１部

第２部

第４部

第５部

第２部

第３部

部長

第１部

部長

第３部 部長

部長

部長
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部長

（機動隊）

団員班長

第１部 （機動隊） 部長

第２部 部長

第２部

部長

（機動隊）

団員班長

部長

部長

部長

第１部

第２部

第３部

第４部

第３部

第５部

第１部

第１分団
・分団長
・副分団長

第２分団
・分団長
・副分団長

第３分団
・分団長
・副分団長

第４分団
・分団長
・副分団長副 団 長

（機動隊） 部長

③ 消防団の組織及び機構

第１部

第２部

第３部

かつらぎ町消防団
（機動隊）

第８部

第９部

部長

部長

部長

部長

会計旗手

消防団長

（機動隊）

第６部

第７部

部長

部長

第４部

第５部

（機動隊）

団員班長

団員班長

団員班長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

団員班長

部長

部長

部長

部長

第３部 部長

第４部 部長

団員班長

第３部

第１部

第２部 団員班長

部長

（機動隊） 部長

部長



第１部

第３部

団員班長

団員班長
第１分団
　・分団長
　・副分団長

第１部

第２部

第３部

第４部

第３部

第１部

第２部

第３部

第４部

第５部

第６部

部長

部長

橋 本 市 消 防 団
高 野 口 方 面 隊

団員班長

部長

部長

部長

高野口
　第１分団
　・分団長
　・副分団長

団員班長

部長

部長

部長

部長

高野口
　第２分団
　・分団長
　・副分団長

副団長〔高野口町〕
・方面隊長
・副方面隊長

副団長〔橋本市〕
・方面隊長
・副方面隊長

消防団長

橋本方面隊
７分団13部

第１部

第２部

消防団長 副団長

九度山町消防団
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班長

班長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

第１部

第２部

第３部

第４部

団員

部長

第１部

第２部

第１部

第２部

第３部

第２部

第２分団
　・分団長
　・副分団長

第３分団
　・分団長
　・副分団長

第４分団
　・分団長
　・副分団長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

部長

高野口
　第３分団
　・分団長
　・副分団長

第４部

団員

団員

班長

第５部

第６部

第７部



④

年

齢

計

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

50歳
51歳
52歳
53歳
54歳
55歳
56歳
57歳

40歳
41歳
42歳
43歳
44歳
45歳
46歳
47歳
48歳

18歳

団

員

数

計

団

長

副

団

長

分

団

長

　　　 区 分

 年 齢

19歳
20歳
21歳
22歳
23歳
24歳
25歳
26歳
27歳
28歳

49歳

31歳
32歳
33歳
34歳
35歳
36歳
37歳
38歳
39歳

29歳
30歳

3

58歳
59歳

60歳以上

1 1 23
3 3 72

3 78

1 1 28
5 5 135

8 1 7 240
2 2 58

13 13 416
11 3 8 341

13 1 2 10 442
7 2 5 231

21 3 18 756
17 1 16 595

27 5 22 1,026
16 7 9 592

24 1 4 19 960
33 1 4 28 1,287

35 1 5 7 22 1,470
36 2 5 29 1,476

44 3 7 34 1,936
40 4 11 25 1,720

22 3 5 14 1,012
32 1 6 25 1,440

36 2 8 26 1,728
29 2 4 3 20 1,363

32 1 8 23 1,600
25 3 3 19 1,225

33 1 2 5 6 19 1,716
34 3 2 10 19 1,734

21 2 4 3 12 1,134
40 1 11 5 23 2,120

34 1 5 1 3 2 22 1,904
33 2 1 5 9 16 1,815

28 1 1 4 6 3 13 1,624
30 1 3 4 5 17 1,710

126 1 8 6 7 15 10 79 7,560
20 3 3 14 1,180

合　　計
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935 2 10 16 26 90 150 641 44,747

消防団員の年齢別、階級別状況〔3市町合計〕　（平成27年12月末現在)



　　　 区 分

 年 齢

団

員

数

計

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

年

齢

計

18歳

20歳
19歳

22歳
21歳

23
24歳 2 2 48
23歳 1 1

26歳 1 1 26
25歳

27
28歳
27歳 1 1

58
30歳 6 1 5 180
29歳 2 2

248
32歳 8 8 256
31歳 8 3 5

99
34歳 7 1 1 5 238
33歳 3 2 1

350
36歳 15 3 12 540
35歳 10 1 9

444
38歳 17 5 12 646
37歳 12 6 6

663
40歳 15 1 4 10 600
39歳 17 4 13

943
42歳 18 4 5 9 756
41歳 23 2 5 16

989
44歳 21 3 5 13 924
43歳 23 4 9 10

540
46歳 13 3 4 6 598
45歳 12 5 7

611
48歳 18 1 6 11 864
47歳 13 2 2 2 7

686
50歳 10 1 6 3 500
49歳 14 3 3 8

867
52歳 16 2 4 10 832
51歳 17 3 2 8 4

1,166
54歳 8 2 3 1 2 432
53歳 22 1 9 4 8

770
56歳 15 1 5 1 3 1 4 840
55歳 14 1 4 6 3

513
58歳 13 1 3 5 2 2 754
57歳 9 1 2 2 2 2

20,124
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合　　計 439 1 4 9 16 61 111 237

413
60歳以上 28 3 2 2 4 2 15 1,680
59歳 7 1 2 4

消防団員の年齢別、階級別状況〔かつらぎ町〕　（平成27年12月末現在)



20歳

　　　 区 分

 年 齢

団

員

数

計

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

年

齢

計

18歳
19歳

22歳
21歳

24歳
23歳

26歳 1 1 26
25歳

108
28歳 1 1 28
27歳 4 4

30歳 1 1 30
29歳

31
32歳 3 3 96
31歳 1 1

33
34歳 4 1 3 136
33歳 1 1

70
36歳 2 2 72
35歳 2 2

111
38歳 6 6 228
37歳 3 3

234
40歳 5 5 200
39歳 6 6

246
42歳 9 1 8 378
41歳 6 6

430
44歳 10 1 9 440
43歳 10 2 8

630
46歳 5 1 4 230
45歳 14 1 13

517
48歳 12 2 10 576
47歳 11 1 1 9

343
50歳 14 2 12 700
49歳 7 7

612
52歳 5 1 4 260
51歳 12 2 10

371
54歳 6 1 5 324
53歳 7 1 6

605
56歳 10 1 9 560
55歳 11 1 1 3 6

12,889

513
58歳 11 1 1 1 8 638
57歳 9 2 7

413
60歳以上 45 2 2 4 8 6 23 2,700
59歳 7 1 1 5
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合　　計 261 2 3 6 16 26 208

消防団員の年齢別、階級別状況〔橋本市高野口町〕　（平成27年12月末現在)



　　　 区 分

 年 齢

団

員

数

計

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

年

齢

計

19歳
18歳

21歳
20歳

23歳
22歳

24
25歳
24歳 1 1

26
27歳
26歳 1 1

29歳
28歳

30
31歳 2 2 62
30歳 1 1

64
33歳 3 3 99
32歳 2 2

68
35歳 5 5 175
34歳 2 2

144
37歳 1 1 37
36歳 4 4

152
39歳 10 1 9 390
38歳 4 4

160
41歳 7 7 287
40歳 4 4

336
43歳 7 7 301
42歳 8 1 1 1 5

572
45歳 6 1 5 270
44歳 13 1 12

184
47歳 5 1 4 235
46歳 4 4

288
49歳 4 4 196
48歳 6 1 5

400
51歳 5 5 255
50歳 8 8

624
53歳 11 1 1 9 583
52歳 12 1 1 3 2 5

378
55歳 8 1 7 440
54歳 7 2 5

504
57歳 12 1 3 8 684
56歳 9 9

232
59歳 6 1 5 354
58歳 4 1 3

3,180
合　　計 235 1 4 4 4 13 13 196 11,734
60歳以上 53 1 3 2 1 3 2 41
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消防団員の年齢別、階級別状況〔九度山町〕　（平成27年12月末現在)



⑤

台

16台

合　　　計九度山町
橋本市

高野口町
かつらぎ町

439人

439人

250人

261人 235人

1台

8台

30台

2台

41台

1台

6台

消防団員数及び装備状況〔3市町〕　（平成27年12月末現在)
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935人

3台

16台

54台

4台

77台

　　　　　　　　　　　　　　構成市町名

　区　　　分

合 計

条 例 定 数

消 防 団 員 数

指 令 車

ポ ン プ 自 動 車

水槽付ポンプ自動車

積 載 車

そ の 他 の 車 両

人

員

車

両

種

別

11台

2台

20台

1台

2台

13台


